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は
じ
め
に

作
家
富
岡
多
恵
子
氏
が
雑
誌

『世
界
』
に

「釈
過
空
ノ
ー
ト
」
を
連
載
、
そ

の
中
で
折
口
信
夫
と
藤
無
染
と
の
同
性
愛
説
を
発
表
さ
れ
た
。
明
治
三
十
三
年

（
一
九
〇
〇
）
、
折
口
信
夫
中
学
二
年
の
夏
、
数
え
十
四
歳
の
折
回
は
祖
父
造
酒

ノ
介
の
故
郷
大
和
飛
鳥
を
訪
れ
た
初
め
て
の

一
人
旅
の
帰
り
道
、
奈
良
の

「
三

輪
の
社
頭
」
に
近
い

「あ
る
停
車
場
」
で
九
歳
歳
上
の
藤
無
染
と
出
会
う
。
そ

れ
以
来
、
一
一人
は
同
性
愛
の
関
係
に
あ
っ
た
と
す
る
仮
説
で
あ
る
。
「自
撰
年
譜
」

保
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の
な
か
に
わ
ず
か
に
記
し
留
め
ら
れ
た

「
麹
町
区
土
手
三
番
町
素
人
下
宿
の
摂

津
三
島
郡
佐
位
寺
の
人
、
新
仏
教
家
藤
無
染
の
部
屋
に
同
居
」
と
い
う

一
文
に

着
目
し
、
そ
こ
か
ら
想
像
の
翼
を
広
げ
て
仮
説
と
し
て
創
り
上
げ
て
ゆ
く
。
「
さ

す
が
作
家
。
こ
れ
は
作
家
魂
が
書
か
せ
た
ノ
ン
フ
イ
ク
シ
ョ
ン
ス
ト
ー
リ
ー
！
」

と
拝
読
し
た
。
折
口
信
夫
が
同
性
愛
者
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
り
、

そ
こ
に
も
う

一
人
、
藤
無
染
と
い
う
相
手
を
特
定
し
て
物
語
れ
ば
多
く
の
人
に

注
目
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
が
、
し
か
し
、
氏
が
論
拠
と
し
て
挙
げ
る
資
料
の
解
釈

に
は
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
誤
読
が
多
く
、
ま
た
推
理
に
推
理
を
重
ね
た
叙
述

の
展
開
に
は
到
底
容
認
し
え
な
い
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
ま
り
に
多
く
、
呆
れ
て

冒〓
し日　̈
富
岡
多
恵
子
が

『釈
週
空
ノ
ー
ト
』
で
折
口
信
夫
と
藤
無
染
と
の
同
性
愛
説
を
発
表
し
て
以
来
、
こ
の
仮
説
が
評
判
を
呼
ん
で
、　
一
般
読
者
は
も
と
よ
り
研
究
者
た

ち
に
ま
で
広
ま

っ
た
。
長
年
折
口
信
夫
研
究
に
携
わ
っ
て
き
た
者
と
し
て
は
到
底
承
服
し
か
ね
る
説
な
の
で
、
当
時
の
地
方
出
身
の
学
生
た
ち
の
遊
学
生
活
と
い
う
教

育
社
会
学
的
視
点
や
写
真
資
料
を
提
示
し
て
疑
問
点
を
指
摘
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
富
岡
説
に
無
批
判
に
同
調
す
る
研
究
者
や
安
易
に
こ
れ
に
立
脚
し
て
自
説

を
展
開
す
る
批
評
家
ま
で
現
れ
、
今
や
折
口
信
夫
研
究
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

こ
う
し
た
研
究
状
況
は
ま
こ
と
に
憂
う
べ
き
こ
と
な
の
で
、
富
岡
説
が
い
か
に
独
断
と
恣
意
に
基
づ
い
た
仮
説
で
し
か
な
い
か
、
改
め
て
論
点
の
一
々
を
取
り
上
げ
、

検
討
考
察
を
加
え
る
。
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「
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ぶ
え
」
　

「短
歌
拾
遺
」



し
ま

っ
た
。
氏
は
い
っ
た
い
ど
こ
ま
で
折
口
信
夫
の
テ
キ
ス
ト
を
読
み
込
み
、

研
究
史
を
踏
ま
え
て
執
筆
さ
れ
た
の
だ

っ
た
ろ
う
か
。
が
、作
家
の
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
な
ら
ば
、
こ
れ
も

一
興
か
と
。

藤
無
染
に
つ
い
て
、
筆
者
自
身
は

「
折
口
信
夫
の
仏
教
観
」
（日
本
民
俗
学

会
第
七
二
五
回
談
話
会

　

一
九
九
二
年
九
月
）
の
中
で
取
り
上
げ
て
当
時
明
ら

か
に
し
た
限
り
を
報
告
、
こ
れ
を

「
折
口
信
夫
の
仏
教
観

（上
と

と
題
し
て

発
表
し
た
。
早
速
こ
の
論
文
を
送

っ
て
ご
意
見
を
伺
お
う
と
思

っ
た
が
、
作
家

の
書
か
れ
た
ノ
ン
フ
イ
ク
シ
ョ
ン
ス
ト
ー
リ
ー
に
対
し
て
躊
躇
す
る
気
持
ち
が

働
き
、
敢
え
て
沈
黙
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
連
載
が
単
行
本
と
な

っ
て
刊
行

さ
れ
第
五
十
五
回
毎
日
出
版
文
化
賞
を
受
賞
す
る
と
、　
一
般
の
読
者
の
み
な
ら

ず
専
門
外
の
研
究
者
た
ち
ま
で
が
こ
の
富
岡
説
に
注
目
す
る
よ
う
に
な

っ
て
し

ま

っ
た
。
中
で
も
安
藤
礼
二
は
こ
の
富
岡
説
に
立
脚
し
て

一
連
の
論
文
を
発
表

し
続
け
、
折
口
信
夫
藤
無
染
同
性
愛
説
は
今
や
折
口
信
夫
研
究
の
メ
イ
ン
ス
ト

リ
ー
ム
と
な
り

つ
つ
あ
る
。
こ
れ
が
折
回
像
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
な

っ
て
し

ま

っ
た
な
ら
ば
、
こ
れ
ま
で
の
折
口
研
究
は
い
っ
た
い
何
だ

っ
た
の
か
と

い
う

こ
と
に
な

っ
て
し
ま
う
。

そ
こ
で
、
筆
者
は
自
分
な
り
の
見
解
を
示
し
て
お
い
た
ほ
う
が
良
い
と
考
え
、

「青
年
折
口
信
夫
の
精
神
的
遍
歴
」
に
、
「補
記
」
の
か
た
ち
で
無
染
遺
品
の
写
真

や
地
方
か
ら
上
京
し
た
当
時
の
学
生
た
ち
の
下
宿
生
活
と
い
う
二
点
か
ら
疑
問

点
を
指
摘
し
た
。
続
い
て

「折
口
信
夫
と
新
仏
教
家
藤
無
染
」
で
、
「藤
無
染
の

部
屋
に
同
居
」
の
理
由
を
、
恩
師
や
知
人
を
頼

っ
て
の
東
京
遊
学
生
活
が
当
時
の

時
代
背
景
と
し
て
あ

っ
た
こ
と
を
教
育
社
会
学
的
観
点
か
ら
考
察
し
、
無
染
と
の

同
性
愛
が
目
的
の
同
居
で
は
な
い
と
批
判
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
小
論
に
対

し
て
、
安
藤
礼
二
は

「身
毒
丸
変
幻
―
―
折
口
信
夫
の
同
性
愛
―
―
」
や

「折
口

信
夫
の
発
生
」
な
ど
で
猛
り
狂

っ
た
よ
う
に
反
論
を
繰
り
返
し
て
い
る
。

折
口
信
夫
が
同
性
愛
的
指
向
性
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
今
さ
ら
論
う
ほ
ど
の

な
い
ほ
ど
の
事
実
で
あ
る
が
、
藤
無
染
に
対
し
て
ま
で
も
同
じ
視
線
で
捉
え
て

し
ま
う
こ
と
は
、
折
口
信
夫
に
と

っ
て
藤
無
染
が
い
か
な
る
人
物
だ

っ
た
の
か

と
い
う
本
質
を
見
誤

っ
て
し
ま
う
。　
一
作
家
が
創
り
上
げ
た
文
芸
評
論
で
あ
る

な
ら
ば
と
も
か
く
、
折
口
信
夫
を
専
門
的
に
長
年
研
究
し
て
き
た
も
の
と
し
て
、

こ
れ
を
放
置
し
て
お
く
訳
に
は
い
か
な
い
。
そ
こ
で
、
遅
ま
き
な
が
ら
、
以
下
、

富
岡
説
の
当
否
を
判
断
す
べ
く
検
討
考
察
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
。

一
　

「藤
無
染
の
部
屋
に
同
居
」
の
解
釈

ま
ず
最
初
に
折
口
信
夫
と
藤
無
染
の
履
歴
を
簡
単
に
記
し
て
お
く
。

折
口
信
夫
は
明
治
二
十
年
二
月
大
阪
の
生
ま
れ
。
明
治
三
十
二
年
四
月
、
大

阪
府
立
第
五
中
学
校

（後
、
天
王
寺
中
学
校
と
改
称
）
入
学
、
明
治
三
十
八

年
三
月
、
天
王
寺
中
学
校
卒
業
。
同
年
六
月
、
国
学
院
大
学
部
入
学
手
続
き
の

た
め
上
京
。
九
月
、
入
学
。
麹
町
区
土
手
三
番
町
の
素
人
下
宿
の
藤
無
染
の
部

屋
に
同
居
。
同
年
十
二
月
、
藤
無
染
に
具
し
て
小
石
川
区
柳
町
に
移
る
。
明
治

四
十
三
年
七
月
、
国
学
院
大
学
国
文
科
卒
業
。

一
方
の
藤
無
染

（旧
名
、
静
夫
）
は
、
明
治
十

一
年
七
月
生
ま
れ
。
折
口
よ

り
九
歳
の
年
長
で
あ
る
。
明
治
二
十
八
年

一
月
、
得
度
。
僧
名
、
無
染
。　
明
治

三
十
二
年
三
月
、
本
願
寺
文
学
寮
卒
業
。
明
治
三
十
六
年

一
月
ま
で
佐
賀
第
五

仏
教
中
学
英
語
教
師

（就
任
時
不
明
）
。
明
治
三
十
七
年
四
月
、
駒
沢
中
学
に
入

学
し
た
従
弟
の
藤
教
之
と
同
居
。
明
治
三
十
九
年
八
月
か
九
月
、
円
マ
ス
エ
と

結
婚
。
明
治
四
十
年
六
月
、
長
女
敏
子
誕
生
。
明
治
四
十
年
十

一
月
、
宗
名
寺

へ
転
入
。
明
治
四
十

一
年
七
月
、
妻

マ
ス
エ
病
死
。
明
治
四
十
二
年
五
月
三
日
、

死
去
。



こ
の
よ
う
な
二
人
が
ど
の
よ
う
に
し
て
出
会
い
、
関
係
を
続
け
、
ま
た
別
れ

て
い
っ
た
の
か
。
富
岡
は

「自
撰
年
譜
」
の
中
に
謎
の
よ
う
に
書
き
残
さ
れ
た

「藤
無
染
」
と

い
う
名
前
を
も
と
に
、
「
短
歌
拾
遺
」
に
残
さ
れ
た
初
期
習
作
群

と
小
説

「
口
ぶ
え
」
を
通
し
て
二
人
の
関
係
を
描
い
て
ゆ
く
。
こ
れ
ま
で
ほ
と

ん
ど
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か

っ
た
初
期
習
作
群
を
議
論
の
俎
上
に
載
せ

た
こ
と
、
ま
た
小
説

「
口
ぶ
え
」
の
読
み
直
し
を

一
つ
の
軸
に
据
え
た
こ
と
は

評
価
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
の
解
釈
に
つ
い
て
は
相
当
問
題
を

含
ん
で
い
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
富
岡
が
論
拠
と
し
た
四
つ
の
資
料
を
再
検

討
し
、
批
判
を
加
え
て
ゆ
く
。
本
章
で
は
ま
ず

「自
撰
年
譜
」
か
ら
取
り
上
げ
る
。

折
口
自
身
が
記
述
し
た
い
わ
ゆ
る

「自
撰
年
譜
」
に
、
二
種
類
あ
る
。　
一
つ

は
昭
和
五
年
九
月

『現
代
短
歌
全
集
』
（改
造
社
）
第
十
三
巻

「
釈
過
空
集
」

の
巻
末
所
載
の

「年
譜
」
（Ａ
）
、
も
う

一
つ
は
昭
和
十
二
年

一
月
刊
行
の

『短

歌
文
学
全
集
　
釈
過
空
篇
』
（第

一
書
房
）
に
自
ら
が
執
筆
し
た

「釈
過
空
年

譜
」
で
あ
る

（
Ｂ
）
。
そ
の
中
か
ら

「
藤
無
染
」
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
明

治
三
十
八
年
の
条
を
引
用
す
る
。

Ａ
明
治
三
十
八
年

三
月
、
天
王
寺
中
学
校
卒
業
。
六
月
、
第
三
高
等
学
校
第
二
部
志
願
出
頭

の
前
夜
、
急
に
、
東
京
国
学
院
入
学
の
志
望
に
、
同
意
を
得
る
。
直
に
上

京
。
新
設
の
大
学
部
予
科

一
年
に
入
学
の
手
続
き
を
す
る
。
此
前
日
よ
り
、

東
京
市
中
は
、
戒
厳
令
施
行
。
九
月
、
入
学
。
同
級
生
六
人
、
後
五
人
と

な
る
。
其
中
、
現
存
す
る
者
、
宮
川
宗
徳

・
秋
岡
保
治
と
私
の
三
人
。
麹

町
区
土
手
三
番
町
素
人
下
宿
の
摂
津
三
島
郡
佐
井
寺

の
人
、
藤
無
染
氏
の

部
屋
に
同
居
。
吉
村
も
同
時
に
国
学
院
の
師
範
部
に
入
る
。
武
田

・
岩
橋

・

吉
村
の
外
に
、
京
都
の
西
田
を
加

へ
て
、
回
覧
雑
誌
を
出
す
。
三
矢
重
松

先
生
の
恩
顧
を
蒙
る
様
に
な
る
。
年
末
、
藤
氏
に
具
し
て
、
小
石
川
区
柳

町
に
移
る
。（折

口
信
夫

「自
撰
年
譜
　
一
」
昭
和
五
年
。
全
集
第
三
十
四
巻
）

Ｂ
明
治
三
十
八
年

三
月
、
天
王
寺
中
学
卒
業
。
六
月
、
第
三
高
等
学
校
第
三
部
志
願
出
頭
の
前

日
、
急
に
、
東
京
国
学
院
入
学
の
為
、
上
京
。
新
設
の
大
学
部
予
科
に
入
学
。

此
前
日
よ
り
、東
京
市
中
は
、
戒
厳
令
施
行
。
九
月
、
再
上
京
。
同
級
生
五
人
。

現
存
す
る
者
、
宮
川
宗
徳

・
秋
岡
保
治
と
私
と
の
三
人
。
麹
町
区
土
手
三
番

町
素
人
下
宿
の
摂
津
三
島
郡
佐
位
寺
の
人
、
新
仏
教
家
藤
無
染
氏
の
部
屋

に
同
居
。
吉
村
も
同
時
に
国
学
院
の
師
範
部
に
入
る
。
三
矢
重
松
先
生
の

恩
顧
を
蒙
る
様
に
な
る
。
年
末
、
藤
氏
に
具
し
て
、
小
石
川
区
柳
町
に
移
る
。

（折
口
信
夫

「自
撰
年
譜
　
一
こ

昭
和
十
二
年

・
全
集
第
三
十
四
巻
）

ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
が
、　
一
部
に
小
異
が
あ
る
。
こ
の
中
で
富
岡
が
注
目
し
た

の
は
、
次
の

一
文
で
あ
る
。

「麹
町
区
土
手
三
番
町
素
人
下
宿
の
摂
津
三
島
郡
佐
井
寺
の
人
、
藤
無

染
氏
の
部
屋
に
同
居
。
」
（Ａ
）

「麹
町
区
土
手
三
番
町
素
人
下
宿
の
摂
津
三
島
郡
佐
位
寺

の
人
、
新
仏

教
家
藤
無
染
氏
の
部
屋
に
同
居
。
」
（Ｂ
）

言
葉
足
ら
ず
で
あ
る
が
、
こ
の

一
文
は
、
麹
町
区
土
手
三
番
町
の
素
人
下
宿

に
下
宿
し
た
摂
津
三
島
郡
佐
井
寺

（佐
位
寺
）
の
人
、
新
仏
教
家
藤
無
染
氏
の

部
屋
に
同
居
し
た
の
意
で
あ
る
。
藤
無
染
に
関
す
る
言
及
は

『折
口
信
夫
全
集
』

の
中
で
後
に
も
先
に
も
こ
こ
し
か
な
い
と
い
う
貴
重
な
個
所
で
あ
る
が
、
富
岡

は
こ
の
記
事
に
折
口
と
無
染
と
の
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
な
関
係
を
嗅
ぎ

つ
け
、

次
の
よ
う
に
推
理
す
る
。



明
治
三
十
八
年
は
過
空
の
国
学
院
入
学
に
よ
る
上
京
の
年
で
あ
る
。
九

月
の
入
学
で
あ
る
が
、
六
月
に
突
如
、
入
学
を
理
由
に
東
上
し
て
い
る
。

三
十
名
募
集
の
新
設
大
学
部
に
は
五
名
の
入
学
者
で
、
入
学
希
望
者
は
無

試
験

（体
格
検
査
の
み
）
で
あ
る
く
ら
い
だ
か
ら
、
急
い
で
六
月
に
上
京

す
る
必
要
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず

「直
ち
に
上
京
」
し
て
い
る
の
は
、
「入

学
手
続
」
が
上
京
の
回
実
で
あ

つ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
も
し
そ
う
で
な

か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
機
を
の
が
さ
ず
無
染
と
旅
を
し
て
い
る
と
は
充

分
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
三
月
に
中
学
を
卒
業
し
、
九
月
に

国
学
院
に
入
学
す
る
ま
で
の
間
に
も
、
無
染
と
旅
行
し
て
い
る
と
み
て
い

い
の
で
は
な
い
か
と
、
三
十
八
年
の
歌
の
量
と
内
容
は
思
わ
し
め
る
。
国

学
院
入
学
後
に
も
、
同
居
す
る
無
染
と
の
旅
は
あ

っ
た
だ
ろ
う
。
そ
の
年

の
暮
れ
に
は

「藤
氏
に
具
し
て
」
下
宿
を
移

っ
た
と

「自
撰
年
譜
」
に
わ

ざ
わ
ざ
記
す
ほ
ど
だ
か
ら
、
翌
明
治
三
十
九
年
の
或
る
時
期

（お
そ
ら
く

無
染
が
結
婚
の
た
め
帰
阪
す
る
八
月
）
ま
で
は
同
居
し
て
い
た
だ
ろ
一”
。

折
口
が
国
学
院
入
学
の
た
め
に
上
京
し
た
明
治
三
十
八
年
は
、
師
範
部

・
専

修
部
か
ら
な
る
国
学
院
に
大
学
部
が
新
設
さ
れ
た
年
で
あ
る
。
折
回
は
新
設
さ

れ
た
ば
か
り
の
大
学
部
に
入
学
す
る
。
ヨ
一十
名
募
集
の
新
設
大
学
部
」
と
あ

る
が
、
明
治
三
十
八
年
五
月
号
の

『国
学
院
雑
誌
』
に
広
告
と
し
て
掲
載
さ
れ

た
募
集
要
項
を
見
る
と
、
大
学
部
予
科
は
募
集
人
員
五
十
名
、
出
願
期
限
は
七

月
十
日
と
な
っ
て
い
る
。
富
岡
が

「
三
十
名
募
集
」
と
し
た
の
は
、
第

一
次
募

集
で
は
定
員
に
満
た
ず
、
八
月
三
十
日
締
切
で
第
二
次
募
集
を
行

っ
た
際
の
募

集
人
員
で
あ
る
。
ま
た

「
五
名
の
入
学
者
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
も
誤
り
。
九
月

九
日
の
入
学
式
に
は
大
学
部
予
科
に
六
名
が
入
学
し
て
い
る
。
五
名
は
卒
業
時

の
人
数
で
あ
る
。
富
岡
は
続
け
て

「入
学
希
望
者
は
無
試
験

（体
格
検
査
の
み
）

で
あ
る
く
ら
い
だ
か
ら
、
急
い
で
六
月
に
上
京
す
る
必
要
は
な
い
」
と
述
べ
る
。

た
し
か
に
募
集
要
項
に
は

「
中
学
校
師
範
学
校
卒
業
者
及
専
門
学
校
入
学
者
検

定
試
験
及
第
者
は
体
格
検
査
の
上
無
試
験
入
学
を
許
す
」
と
あ
る
の
で
、
天
王

寺
中
学
校
を
卒
業
し
た
折
口
は

「体
格
検
査
」
の
み
で
試
験
は
免
除
さ
れ
て
い

る
。
だ
が
、
「
急

い
で
六
月
に
上
京
す
る
必
要
は
な
い
」
と
決
め
つ
け
る
根
拠

は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。
七
月
十
日
が
出
願
期
限
な
ら
ば
、
そ
れ
ま
で
に
上

京
し
て
出
願
手
続
き
を
し

「身
体
検
査
」
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は

な
い
か
。
し
か
も
、
こ
の
国
学
院
大
学
部
出
願
に
つ
い
て
は
、
「
第
三
高
等
学

校
第
三
部
志
願
出
頭
の
前
夜
、
急
に
、
東
京
国
学
院
入
学
の
志
望
に
、
同
意
を

得
る
。
直
に
上
京
。
新
設
の
大
学
部
予
科

一
年
に
入
学
の
手
続
き
を
す
る
矢
Ａ
）
、

「
六
月
、
第
三
高
等
学
校
第
三
部
志
願
出
頭
の
前
日
、
急
に
、
東
京
国
学
院
入

学
の
志
望
に
、
同
意
を
得
る
。
直
に
上
京
。
新
設
の
大
学
部
予
科

一
年
に
入
学
」

（Ｂ
）
と
自
ら
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
進
路
選
択
上
の
大
き
な
ド
ラ
マ
が
家
庭

内
で
起
こ
っ
て
い
っ
た
。
医
科
を
学
ば
せ
よ
う
と
第
三
高
等
学
校
第
三
部
を
勧

め
る
家
族
を
ギ
リ
ギ
リ
の
瀬
戸
際
で
説
得
し
て
の
上
京
だ

っ
た
の
で
あ
る
。
年

譜
に

「直
に
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
言
葉
に
は
自
分
の
進
む
べ
き
道
を

医
学
よ
り
も
文
学
に
、
第
三
高
等
学
校
の
文
科
よ
り
も
国
学
院
に
見
出
し
た
折

回
の
強
い
意
志
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

折
回
は
ま
た
別
の
と
こ
ろ
で
、
国
学
院
を
進
学
先
に
選
ん
だ
当
時
を
振
り

返

っ
て
、
次
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
。

医
者
だ

つ
た
父
は
医
者
に
な
れ
と
殆
ど
遺
言
と
も
申
す
事
も
出
来
る
ほ

ど
、
死
に
際
ま
で
申
し
て
居
ま
し
た
。
で
も
卒
業
し
た
時
は
、
母

。
叔
母

な
ど
を
泣
か
し
て
も
、
や
つ
ぱ
り
文
学
を
す
る
と
主
張
し
ま
し
た
。
而
も

私
の
は
、
二
重
の
難
関
を
通
り
ぬ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
文

学
を
や
る
な
ら
、
第
三
高
等
学
校

へ
行
け
と
、
や
つ
と
言
ひ
出
し
て
く
れ

た
叔
母
を
更
に
失
望
さ
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
其
は
、
ど
う
し
て



も
国
学
院
へ
這
入
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
言
ふ
不
思
議
な
決
心
を
持

つ
て
居

た
か
ら
で
す
。
国
文
学
を
整
理
す
る
も
の
と
し
て
の
、
あ
る
思
想
系
統
を

漠
然
と
掴
ん
で
い
た
訳
な
の
で
す
。

寄
新
し
い
国
語
教
育
の
方
向
」
大
正
十
四
年
五
月
、

折
口
信
夫
全
集
第
十
二
巻
）

亡
き
父
の
遺
言
と
言

っ
て
も
い
い
医
科

へ
の
道
を
断

っ
て
文
学
の
道

へ
、
し

か
も
た
だ

一
人
認
め
て
く
れ
た
叔
母
え

い
が
望
む
第
三
高
等
学
校

へ
の
入
学
も

拒
否
し
て
国
学
院
を
受
験
す
る
。
そ
の
決
心
に
至

っ
た
理
由
が
こ
こ
に
は
語
ら

れ
て
い
る
。
富
岡
は

「
急

い
で
六
月
に
上
京
す
る
必
要
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず

「
直
ち
に
上
京
」
し
て
い
る
の
は
、
「
入
学
手
続
」
が
上
京
の
回
実
で
あ

っ

た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
も
し
そ
う
で
な
か

っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
機
を
の
が
さ

ず
無
染
と
旅
を
し
て
い
る
と
は
充
分
考
え
ら
れ
る
」
と
す
る
が
、
「
入
学
手
続
」

が
上
京
の
回
実
で
あ

っ
た
」
な
ど
と
何
を
根
拠
に
言
え
る
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、

こ
こ
で
富
岡
は
重
大
な
こ
と
を
見
逃
し
て
い
る
。
上
京
の
目
的
は

「直
に
上
京
。

新
設
の
大
学
部
予
科

一
年
に
入
学
の
手
続
き
を
す
る
」
（Ａ
）
と
あ
る
よ
う
に
、

入
学
手
続
と
身
体
検
査
を
受
け
る
こ
と
以
外
に
考
え
ら
れ
な
い
。
無
染
に
逢
う

た
め
に

「
上
京
の
回
実
」
に
し
た
な
ど
と
勝
手
に
解
釈
し
て
い
る
が
、
当
時
の

折
口
に
と

っ
て

「
二
重
の
難
関
を
通
り
ぬ
け
な
け
れ
ば
」
な
ら
な
い
と
い
う
深

刻
な
状
況
が
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
が
す
る
り
と
抜
け
落
ち
て
い
る
。

六
月
、
折
回
は
入
学
手
続
き
の
た
め
に
上
京
。
そ
し
て
、
「九
月
、
再
上
京
矢
Ｂ
）

す
る
。
「此
前
日
よ
り
、
東
京
市
中
は
、
戒
厳
令
施
行
」
（Ａ
・Ｂ
）
と
あ
る
。
ポ
ー

ツ
マ
ス
条
約
が
調
印
さ
れ
た
そ
の
日
、
日
比
谷
焼
き
討
ち
事
件
が
起
こ
っ
た
の

は
五
日
。
そ
の
翌
日
、
東
京
市
お
よ
び
府
下
五
郡
に
戒
厳
令
が
施
行
さ
れ
た
。
「此

前
日
よ
り
」
と
あ
る
の
で
、
折
口
が
再
上
京
し
た
の
は
九
月
七
日
だ
と
わ
か
る
。

そ
し
て
、
二
日
後
の
九
日
、
大
学
部

・
師
範
部
合
わ
せ
て
五
十
数
名
と
と
も
に

入
学
式
に
臨
ん
だ
の
で
あ

っ
た
。
先
に
掲
げ
た
よ
う
に
、
こ
の
後
、
藤
無
染
の

部
屋
に
同
居
す
る
よ
う
に
な
る
。
折
口
よ
り
九
歳
の
年
長
で
大
阪
出
身
の
無
染

は
、
佐
賀
第
五
仏
教
中
学
を
離
任
し
た
明
治
三
十
六
年

一
月
か
ら
従
弟
の
藤
教

之
が
駒
沢
中
学
に
入
学
し
同
居
を
始
め
た
明
治
三
十
七
年
四
月
ま
で
の
間
に
上

京
し
、
麹
町
区
土
手
三
番
町
で
下
宿
生
活
を
始
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
従

弟
の
教
之
が
無
染
を
頼

っ
て
上
京
し
た
よ
う
に
、
折
口
も
ま
た
そ
の

一
年
後
に

何
か
の
縁
に
よ
り
無
染
の
部
屋
に
同
居
す
る
こ
と
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
時
期
は
手
続
き
の
た
め
に
上
京
し
た
六
月
だ

っ
た
の
か
、
再
上
京
し
た

九
月
だ

っ
た
の
か
。
先
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
富
岡
は
入
学
手
続
き
を

「
上
京

の
回
実
」
に
し
て
六
月
に
上
京
し
た
と
す
る
。
だ
が
、
年
譜
の
叙
述
の
順
序
か

ら
判
断
し
て
九
月
入
学
時
か
ら
の
同
居
と
す
る
の
が
妥
当
と
思
う
。
富
岡
が
主

張
す
る
よ
う
に
、
第
三
高
等
学
校
出
願
の
前
夜
、
家
族
を
説
得
し
て
志
望
変
更

し
、
「
直
に
」
上
京
し
て
無
染
の
部
屋
に
同
居
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
以
前
に

無
染
と
の
縁
が
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。
富
岡
は

「短
歌
拾
遺
」
所
収
の
初
期
習
作

群
や
小
説

「
口
ぶ
え
」
の
分
析
に
よ

っ
て
、
折
回
が
中
学
二
年
の
明
治
三
十
三

年
夏
、
二
人
は
奈
良

の

「
三
輸
の
社
頭
」
に
近

い

「
あ
る
停
車
場
の
べ
ん
ち
」

で
出
会

っ
た
と
す
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
そ
れ
は
あ
り
得
な
い
。
富
岡
は
六

月
上
京
説
を

「
も
し
そ
う

（六
月
上
京
―
―
引
用
者
注
）
で
な
か

っ
た
と
し
て

も
」
と
譲
歩
し

つ
つ
、
「
そ
の
機
を
の
が
さ
ず
無
染
と
旅
を
し
て
い
る
と
は
充

分
考
え
ら
れ
る
」
と
す
る
。
さ
ら
に

「
い
ず
れ
に
し
て
も
、
三
月
に
中
学
を
卒

業
し
、
九
月
に
国
学
院
に
入
学
す
る
ま
で
の
間
に
も
、
無
染
と
旅
行
し
て
い
る

と
み
て
い
い
の
で
は
な
い
か
と
、
三
十
八
年
の
歌
の
量
と
内
容
は
思
わ
し
め
る
」

と
、
明
治
三
十
八
年
の
恋
歌
の
多
さ
か
ら
無
染
と
の
二
人
だ
け
の
旅
行
を
推
定

す
る
。

安
藤
礼
二
も
ま
た
、
折
日
の
同
居
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

(5)



明
治
三
十
八
年
、
折
口
十
九
歳
の
頃
、
そ
の
春
、
落
第
し
て

一
年
遅
れ
て

い
た
天
王
寺
中
学
を
卒
業
し
た
折
回
は
、
地
元
の
関
西
に
決
め
ら
れ
て
た

志
望
校
を
突
然
変
更
し
て
上
京
、
新
設
の
國
學
院
大
学
部
予
科
に
入
学
し

て
し
ま
う
。
そ
し
て
九
月
。
再
上
京
し
て
、
東
京
で
の
新
生
活
が
は
じ
ま

る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
そ
の
生
活
は
、　
一
人
き
り
の
も
の
で
は
な
く
、

は
じ
め
か
ら
も
う

一
人
の
男
性
と
の
共
同
生
活
で
あ

っ
た
。
（中
略
）
し

か
し
、
こ
の
自
撰
年
譜
を
読
む
か
ぎ
り
、
折
口
と
無
染
の
関
係
に
は
た
だ

な
ら
ぬ
も
の
が
あ
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
折
回
は
大
学
入
学

前
か
ら
藤
無
染
と
ご
く
親
し
い
関
係
に
あ
り

（そ
う
で
な
け
れ
ば
い
き
な

り
同
居
な
ど
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
）
、
あ
え
て
言
え
ば
、
藤
無
染
に
会
う

た
め
に
、
彼
と
暮
ら
す
た
め
に
、
突
然
志
望
校
を
変
更
し
て
ま
で
東
京
に

出
て
き
た
と
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

「
地
元
の
関
西
に
決
め
ら
れ
て
い
た
志
望
校
」
と
あ
る
が
、
ど
こ
に

「
決
め

ら
れ
て
い
た
」
の
か
。
そ
の
こ
と
を
明
か
す
資
料
は
ど
こ
に
も
な
い
は
ず
だ
。

ま
た
二
人
の
生
活
は

「
一
人
き
り
の
も
の
で
は
な
く
、
は
じ
め
か
ら
も
う

一
人

の
男
性
と
の
共
同
生
活
で
あ

っ
た
」
と
述
べ
、
コ
一人
の
関
係
に
は
た
だ
な
ら

ぬ
も
の
が
あ
る
」
と
す
る
。
無
染
の
部
屋
に
は
す
で
に

一
年
前
に
藤
教
之
が
同

居
し
て
い
る
こ
と
は
前
述
し
た
と
お
り
で
あ
り
、
決
し
て

「も
う

一
人
の
男
性

と
の
共
同
生
活
」
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
こ
と
は

「
た
だ
な
ら
ぬ
関
係
」
を
決
定
的
に
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
こ
の
よ
う

な
誤
読
を
重
ね
た
上
で
、
第
三
高
等
学
校
第
二
部
か
ら
国
学
院
大
学
部
予
科

へ

の
志
望
校
変
更
は
、
「
あ
え
て
言
え
ば
、
藤
無
染
に
会
う
た
め
に
、
彼
と
暮
ら

す
た
め
に
、
突
然
志
望
校
を
変
更
し
て
ま
で
東
京
に
出
て
き
た
と
も
考
え
ら
れ

る
」
と
、
「
と
も
」
と
逃
げ
道
を

つ
く
り
な
が
ら
自
説
を
展
開
す
る
。
医
科
を

勧
め
る
家
族
を
説
き
伏
せ
そ
の
同
意
を
得
て
の
上
京
だ

っ
た
こ
と
は
す
で
に
述

べ
て
き
た
通
り
で
あ
る
。
「
国
文
学
を
整
理
す
る
も

の
と
し
て
の
、
あ
る
思
想

系
統
」
を
学
ぶ
た
め
に
は
国
学
院
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
折
日
の
強
い

信
念
と
意
志
を
、
安
藤
は
決
定
的
に
見
落
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
実
か
ら

す
る
と
、
「
藤
無
染
と
会
う
た
め
に
、
彼
と
暮
ら
す
た
め
に
、
突
然
志
望
校
を

変
更
し
て
ま
で
東
京
に
出
て
き
た
」
と
論
じ
る
の
は
あ
ま
り
に
理
解
不
足
と
し

か
言
い
よ
う
が
な
い
。
同
性
愛
の
相
手
と

「暮
ら
す
」
の
を
目
的
に
自
ら
の
人

生
を
決
定
づ
け
る
志
望
校
選
び
を
す
る
よ
う
な
学
生
だ

っ
た
の
だ
と
、
折
口
を

位
置
づ
け
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
ま
で

「自
撰
年
譜
」
の

「
新
仏
教
家
藤
無
染
の
部
屋
に
同
居
」
の

一
節

を
め
ぐ
る
富
岡
と
安
藤
二
人
の
解
釈
を
取
り
上
げ
て
き
た
。
次
章
で
は
、
初
期

習
作
群
に
関
す
る
富
岡
の
解
釈
を
取
り
上
げ
批
判
を
加
え
る
。

一
一　
明
治
三
十
八
年
の
近
江

・
美
濃

。
伊
勢
歌
群

１
新
詩
社
風
の
恋
愛
歌

富
岡
が
論
拠
に
し
た
二
点
目
は
、
習
作
期
の
作
品
を
収
録
し
た

「短
歌
拾
遺
」

の
作
品
分
析
を
通
し
て
で
あ
る
。
「
短
歌
拾
遺
」
は

『海
や
ま
の
あ
ひ
だ
』
を

は
じ
め
と
す
る
六
冊
の
既
刊
歌
集
に
未
収
録
の
作
品
を
収
集
し
た
も
の
で
、
『折

口
信
夫
全
集
』
第
二
十
五
巻
に
二
七
〇
〇
首
あ
ま
り
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
う
ち

「
明
治
三
十
六
年
か
ら
明
治
四
十
四
年
頃
ま
で
」
は
作
者
十
六
歳
か
ら

二
十
四
歳
ま
で
の
作
品
で
、
天
王
寺
中
学
時
代
、
武
田
砧
吉
、
吉
村
洪

一
ら
に

よ

っ
て
結
成
さ
れ
た
短
歌
の
会

「
鳳
鳴
会
」
の
回
覧
誌

「
ふ
し
し
ば
」
や

「
野

椎
」
、
天
王
寺
中
学
の
同
窓
会
誌

「桃
陰
」
、
あ
る
い
は
鳳
鳴
会
の
後
身

「維
水
社
」

の
郵
送
回
覧
誌

「維
水
」
等
に
発
表
し
た
作
品
が
中
心
に
な

っ
て
い
る
。
そ
の

大
部
分
が
、
武
田
砧
吉
の
所
蔵
し
た
も
の
や
筆
録
さ
れ
た
資
料
に
基
づ
い
て
い



る
と
い
う
。
歌
数
は
年
に
よ
り
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
明
治
三
十
六
年

一
三
七
首
、

三
十
七
年
六
八
首
、
三
十
八
年
五
〇
七
首
、
三
十
九
年

一
〇
八
首
、
四
十
年

一
八
首
、
四
十

一
年
五
二
首
、
四
十
三
年

一
〇
三
首
、
四
十
四
年
四
七
首
で
あ
る
。

富
岡
が
利
用
し
た
の
は
こ
の
う
ち
明
治
三
十
八
年

の
作
品
で
あ
る
。
明
治

三
十
八
年
と
言
え
ば
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
三
月
に
天
王
寺
中
学
を
卒
業

し
九
月
に
国
学
院
に
入
学
し
た
年
で
あ
る
。
富
岡
は
こ
の
年
の
五
百
余
首
の
中

に
、
「
歌
に
出
て
く
る
地
名

の
つ
な
が
り
が
連
作
の
よ
う
な
主
題
の
ま
と
ま
り

を
暗
示
す
る
」
作
品
が
あ
る
こ
と
に
着
目
。
関
の
藤
川
、
美
濃
路
、
関
が
原
、

広
瀬
川
、
滝
、
大
牧
の
里
、
揖
斐
川
な
ど
の
地
名
を
詠
ん
だ
歌
を
例
示
し
た
上
で
、

ど
う
や
ら
こ
れ
ら
の
歌
の
作
者
は
、
近
江
か
ら
美
濃
路
に
入
り
、
養
老
の

滝
か
ら
揖
斐
川
を
下
っ
て
桑
名
に
出
、
南
下
し
て
伊
勢
ま
で
い
く
よ
う
だ
。

こ
れ
ら

一
連
の
旅
の
歌
は
、
地
名
の
連
続
性
と
、
内
容
の
直
裁
さ
、
さ
ら

に
そ
の
量
か
ら
考
え
て
、
恋
の
道
行
を
思
わ
せ
る
。

と
、
「恋
の
道
行
」
を
推
測
す
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
続
け
て

想
像
す
れ
ば
、
こ
の
年
の
初
夏
か
初
秋
の
こ
ろ
、
即
ち
中
学
卒
業
後
か
ら

上
京
ま
で
の
間
か
上
京
後
す
ぐ
に
通
空
は
こ
の
旅
を
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
歌
の
季
節
は
九
月
と
考
え
ら
れ
る
が
、
意
図
的
な
変
更
が
あ
る
か

も
し
れ
な

い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
と
も
九
月
入
学

の
た
め
の
上
京

の
折

（
ｎ
）
か
。

と
時
期
に
つ
い
て
は
曖
味
に
し
な
が
ら
、
「無
染
と
旅
行
し
て
い
る
と
み
て
い

い
の
で
は
な
い
か
、
三
十
八
年

の
歌
の
量
と
内
容
は
思
わ
し
め
る
」
と
二
人
だ

け
の
旅
を
指
摘
す
る
。
こ
の
年
の
五
百
余
首
と
い
う
突
出
し
た
歌
作
量

の
多
さ

が
、
そ
の
よ
う
な
想
像
を
か
き
立
て
た
の
だ
ろ
う
か
。
改
め
て
検
討
し
て
み
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

富
岡
が
取
り
上
げ
た
近
江

・
美
濃

・
伊
勢
歌
群
は
、
お
よ
そ
八
十
首
ほ
ど
の

歌

々
か
ら
な

っ
て
い
る
。
歌

の
配
列
順
に
地
名
を
抜
き
出
せ
ば
、
次

の
よ
う

に

な
る
。鳥

羽
の
海
　
近
江
路
　
近
江
の
湖
　
揖
斐
川
　
美
濃
伊
勢
尾
張
　
番
場
醒

が
井
　
伊
吹
山
　
柏
原
　
一二
上
山
　
阪
田
の
郡
　
美
濃
近
江
　
美
濃
路

関
の
藤
川
　
不
破
山
　
不
破
の
古
関
　
野
州
川
　
彦
根
の
城
　
草
津
の
宿

関
が
原
　
伊
勢
路
　
広
瀬
川
　
大
牧
の
里
　
美
濃
　
揖
斐
川
　
伊
勢
路

亀
山
の
城
　
十
町
畷
　
亀
山
の
里
　
津
　
阿
濃
津
の
城
　
志
摩
の
山
　
伊

勢
の
大
和
田
　
伊
良
虞
崎

こ
れ
を
国
別
に
並
べ
直
す
と
、

近
江
　
　
近
江
路
　
近
江
の
湖
　
番
場
醒
ヶ
井
　
伊
吹
山
　
柏
原
　
一二
上

山
　
阪
田
の
郡
　
彦
根
の
城

美
濃
　
　
美
濃
　
美
濃
路
　
関
の
藤
川
　
不
破
山
　
不
破
の
古
関
　
野
洲

川
　
関
が
原
　
広
瀬
川
　
大
牧
の
里
　
揖
斐
川

伊
勢
　
　
伊
勢
路
　
桑
名
　
亀
山
の
城
　
亀
山
　
津
　
阿
濃
津
の
城
　
松

坂
　
志
摩
の
山
　
伊
勢
の
大
和
田
　
伊
良
虞
崎

と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
並
べ
直
す
と
、
実
際
に
近
江
か
ら
美
濃
、
伊
勢

へ
旅
し

た
よ
う
に
確
か
に
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
歌
の
内
容
を
見
て
ゆ
く
と
嘱
目
の

景
を
詠
ん
だ
歌
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
歌
わ
れ
て
い
る
季
節
の
景
物

が
数
日
間
の
旅
に
し
て
は
幅
広
く
、
秋
蝉

・
曼
珠
沙
華

・
コ
ス
モ
ス

・
小
春
日

・

紅
葉

。
秋
山

。
時
雨
と
、
秋
の
季
節
を
始
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
追

っ
て
ゆ
く

よ
う
な
景
物
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
。
旅
の
経
験
を
そ
の
ま
ま
写
実
的
に
歌

っ

た
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
景
物
は
決
し
て
出
て
こ
な
い
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
は

い
っ
た
い
ど
う
し
た
こ
と
な
の
か
。
「
意
図
的
な
変
更
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
」

と
富
岡
は
言
う
が
、
そ
れ
だ
け
で
済
む
は
ず
が
な
い
。
む
し
ろ
こ
れ
ら

一
連
の

歌
群
は
ど
の
よ
う
に
し
て
創
作
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
点
を
考
察
す
べ
き
で
は
な



か
っ
た
か
。
実
は
そ
れ
を
解
く
鍵
に
な
る
歌
が
、
」ゝ
の
歌
群
の
な
か
に

一
首
あ
る
。

１
そ
の
人
を
滝
の
し
ぶ
き
に
た
ゝ
じ
め
て
う
つ
し
ゝ
姿
あ
せ
に
け
る
か
も

翁
短
歌
拾
遺
」
明
治
三
十
八
年
、
折
口
信
夫
全
集
第
二
十
五
巻
）

「
そ
の
人
」
と
作
者
だ
け
に
し
か
わ
か
ら
な
い
い
ぶ
か
し
げ
な
表
現
で
歌
い

出
し
、
飛
沫
の
か
か
る
滝
壺
近
く
に
立
た
せ
て
写
し
た
写
真
が
色
褪
せ
て
し

ま

っ
た
こ
と
だ
と
詠
む
。
「
あ
せ
に
け
る
か
も
」
と
あ
る
の
だ
か
ら
、
こ
の
旅

が
今
の
こ
の
旅
で
あ
る
は
ず
が
な
い
。
写
真
が
褪
色
し
て
し
ま
っ
た
ほ
ど
の
過

去
の
旅
。
そ
の
旅
と
は
い
つ
の
旅
だ

っ
た
の
か
。
中
学
生
に
と

っ
て
旅
と
い
え

ば

一
般
的
に
は
修
学
旅
行
だ
ろ
う
。
こ
の
歌
が
修
学
旅
行
で
滝
を
バ
ツ
ク
に
友

人
を
立
た
せ
て
写
真
を
撮
っ
た
、
そ
う
い
う
歌
だ
と
し
て
読
む
と
非
常
に
わ
か

り
や
す
い
。
実
際
他
の
歌
々
に
も
明
ら
か
に
同
行
し
た
修
学
旅
行
の
仲
間
た
ち

を
詠
み
込
ん
だ
と
思
わ
れ
る
歌
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、

２
菅
小
笠
伊
勢
音
頭
の
二
十
人
旅
行
の
姿
す
ぐ
れ
し
は
背
子

３
唄
に
き
く
伊
勢
は
津
で
も
つ
お
城
下
を
い
ざ
見
て
め
ぐ
れ
学
び
子
の

と

も

２
の
コ
一十
人
旅
行
の
姿
」
も
３
の
「
い
ざ
見
て
め
ぐ
れ
学
び
子
の
と
も
」
も
、

一
緒
に
行
っ
た
生
徒
た
ち
を
歌
っ
た
も
の
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
見
て
ゆ
く
と
、
揖

斐
川
を
舟
下
り
し
た
歌
の
中
に
も
修
学
旅
行
を
思
わ
せ
る
痕
跡
が
見
出
せ
る
。

４
揖
斐
下
す
舟
の
二
艘
に
恋
ひ
わ
け
て
思
ひ
出
多
き
美
濃
は
な
れ
ゆ
く

５
水
夫
に
と

へ
ば

「辰
巳
へ
早
し
雲
ゆ
き
の
」
雨
か
今
宵
の
揖
斐
川
下
り

６
ふ
な
ば
た
に
さ
ん
ざ
め
い
た
る
子
ら
も
ね
て
君
に
よ
り
そ
ひ
揖
斐
川

下
る

７
山
脈
の
月
に
沈
め
る
美
濃
の
野
を
川
霧
白
き
揖
斐
さ
し
下
す

（下
り

ゆ
く
）

８
中
つ
洲
に
舟
は
と
ゞ
め
よ
袖
ま
く
ら
舟
よ
ふ
人
に
水
ま
ゐ
ら
せ
む

６
の

「
ふ
な
ば
た
に
さ
ん
ざ
め
い
た
る
子
ら
」
は
舟
下
り
に
興
じ
る
同
級
生

た
ち
だ
ろ
う
し
、
８
の

「舟
よ
ふ
人
に
水
ま
ゐ
ら
せ
む
」
も
、
ど
こ
か
ら
み
て

も
修
学
旅
行
の

一
ス
ケ
ッ
チ
で
し
か
な
い
。

こ
う
し
て
修
学
旅
行
の
旅
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
そ
の
表
現
と
し
て
は
新
詩

社
風
の
恋
歌
の
詠
み
ぶ
り
を
真
似
て
創
作
さ
れ
た
の
が
、
こ
の
連
作
だ

っ
た
と

思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
二
艘
の
舟
に
分
か
れ
て
の
舟
下
り
。
そ
の

分
乗
を
４
で
は

「
恋
ひ
わ
け
て
」
と
表
す
。
ま
た
６
の
、
舷
で
の
さ
ん
ざ
め
き

の
あ
と
急
に
静
か
に
な

っ
た
舟
の
中
を
、
「
君
に
よ
り
そ
ひ
揖
斐
川
下
る
」
と

詠
む
の
も

い
か
に
も
な
感
じ
が
す
る
が
、
恋
歌
風
に
気
ど

っ
て
詠
ん
だ
ま
で
で

あ
ろ
つヽ
。

近
江

・
美
濃

・
伊
勢
の
連
作
歌
群
の
根
底
に
は
、
明
ら
か
に
修
学
旅
行
と
い

う
経
験
が
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
そ
の
修
学
旅
行
と

は
何
年
生
の
時
の
旅
だ

っ
た
の
か
不
明
だ
が
、
と
に
か
く
そ
の
旅
の
経
験
を
思

い
出
の
中
か
ら
引
き
出
し
、
さ
ら
に
恋
歌
風
な
装
飾
を
加
え
て
創
作
さ
れ
た
の

が

一
連
の
作
品
で
あ
る
よ
う
だ
。
短
歌
と
は
こ
の
よ
う
に
過
去
の
体
験

。
経
験

に
基
づ
き
な
が
ら
想
像
力
を
駆
使
し
て

一
つ
の
作
品
世
界
を
創
り
上
げ
て
ゆ
く

も
の
な
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
富
岡
が
注
目
し
た
の
は
こ
れ
ま
で
挙
げ
て
き
た
よ
う
な
歌
々
で

は
な
く
て
、
こ
れ
ら
連
作
の
中
か
ら
も

つ
と
激
し
い
恋
の
思
い
を
情
緒
纏
綿
た

る
表
現
で
濃
厚
に
表
出
し
た
歌
だ
け
を
ビ

ッ
ク
ア
ツ
プ
し
て
、
そ
こ
に
富
岡
が

折
日
の
思
い
人
と
し
た
藤
無
染

へ
の
恋
の
思
い
を
捉
え
て
ゆ
く
。
だ
が
、　
一
首

一
首
丁
寧
に
読
ん
で
ゆ
く
と
、
こ
れ
ら
の
作
品
が
す
べ
て
恋
の
只
中
に
あ
る
作

者
の
無
染

へ
の
思
い
を
そ
の
ま
ま
ス
ト
レ
ー
ト
に
詠
ん
だ
と
言
い
切
れ
る
の
か

わ
か
ら
な
い
。
ど
こ
か
ら
そ
の
解
釈
が
生
ま
れ
て
く
る
の
だ
ろ
う
か
。
富
岡
が

例
示
し
た
も
の
を
掲
げ
て
具
体
的
に
見
て
ゆ
こ
う
。



９
岩
か
げ
に
玉
は
く
清
水
君
が
手
ゆ
た
ゞ
に
の
み
て
ば
命
死
ぬ
と
も

１０
行
き
な
や
む
君
が
手
と
り
て
登
り
ゆ
く
笠
に
日
落
ち
て
秋
蝉
な
き
ぬ

Ｈ
寝
か
へ
り
の
額
ほ
の
自
き
旅
の
君
枕
屏
風
は
な
か
ノ
ヽ
に
う
し

‐２
恋
し
君
が
ま
玉
細
手
に
ま
か
れ
な
ば
と
け
て
流
れ
む
流
る
と
も
よ
し

‐３
ひ
ぢ
ゞ
か
に
射
く
君
か
な
し
か
す
が
に
は
ゝ
ゑ
む
片
頬
に
く
か
ら
ぬ
か
は

９
は
、
岩
陰
で
い
た
だ
く
清
水
。
そ
の
清
水
を
君
の
手
か
ら
直
接
飲
ん
だ
ら
、

も
う
死
ん
で
し
ま

っ
て
も
か
ま
わ
な

い
と
歌
う
。
「
命
死
ぬ
と
も
」
は

い
か
に

も
大
仰
な
表
現
で
あ
る
が
、
「命
死
ぬ
」
「恋
ひ
て
死
ぬ
」
は
古
典
和
歌

の
世
界

で
は
苦
し
い
恋
の
思

い
を
表
す
常
套
的
な
表
現
で
、
例
え
ば

『万
葉
集
』

の
次

の
よ
う
な
歌
を
真
似
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。

朝
霧
の
お
ぼ
に
相
見
し
人
ゆ
ゑ
に
命
死
ぬ
べ
く
恋
ひ
わ
た
る
か
も

（４
・五
九
九
、
笠
女
郎
）

荒
磯
越
し
外
ゆ
く
波
の
外
ご
こ
ろ
わ
れ
は
思
は
じ
恋
ひ
て
死
ぬ
と
も

（Ｈ

。
二
四
三
四
、
作
者
未
詳
）

高
山
の
石
本
激
ち
ゆ
く
水
の
音
に
は
立
て
じ
恋
ひ
て
死
ぬ
と
も

（１１

・
二
七

一
八
、
作
者
未
詳
）

隠
り
に
は
恋
ひ
て
死
ぬ
と
も
御
苑
生
の
韓
藍
の
花
の
色
に
出
で
め
や
も

（Ｈ

・
二
七
八
四
、
作
者
未
詳
）

Ｈ
で
は
、
寝
返
り
を
打

つ
と
額
が
ほ
ん
の
り
と
白

い
君
を
見
た
い
け
れ
ど
、

邪
魔
し
て
見
え
な
く
し
て
い
る
枕
屏
風
が
か
え

っ
て
恨
め
し
い
と
詠
む
。
１３
は
ヽ

私
の
肘
の
近
く
で
新
を
か
い
て
い
る
君
は
愛
し
い
。
し
か
し
な
が
ら
ほ
ほ
え
む

片
方
の
頬
は
同
じ
よ
う
に
愛
し
い
だ
ろ
う
か
、
い
や
愛
し
く
は
な
い
と
歌
う
。

こ
う
し
た
歌
を
例
示
し
な
が
ら
、
と
く
に
１２
の

「恋
し
君
が
～
」
の
歌
を
取

り
上
げ
、
富
岡
は
次
の
よ
う
に
解
釈
す
る
。

相
手
の
手
首
に
か
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、
ま
さ
か
腕
飾
り
で
は
あ
る
ま
い
。

そ
れ
が
数
珠
で
あ
る
と
考
え
れ
ば
、
相
手
は
僧
形
の
ひ
と
で
あ
り
、
そ
の

「
ま
玉
」
が

「
と
け
て
流
れ
む
」
こ
と
を
想

い
、
「
流
る
と
も
よ
し
」
と
野

放
図
に
快
楽

へ
身
を
投
げ
出
す
作
者
を
と
ど
め
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

だ
が
、
こ
の
評
言
に
は
呆
れ
て
し
ま
う
。
ま
ず

「
真
玉
細
手
に
ま
か
れ
な

ば
」
を

「相
手
の
手
首
に
か
け
ら
れ
て
い
る
の
は
」
と
訳
す
が
、
「
ま
玉
細
手
」

は
記
紀
歌
謡
や

『万
葉
集
』
な
ど
の

「真
玉
手
」
か
ら
の
造
語
で
、
「真
玉
手
」

は
相
手

の
手
を
誉
め
て
い
う
語
。
「
真
玉
手
　
玉
手
さ
し
枕
き
」
禽
古
事
記
』

歌
謡
３
）
の
用
例
が
あ
る
よ
う
に
、
上
の
句
は
恋
し
く
思

っ
て
い
る
君
の
玉
の

よ
う
に
美
し
く
細
い
手
を
枕
に
し
て
も
ら
え
た
な
ら
ば
の
意
で
あ
る
。
「
ま
さ

か
腕
飾
り
で
は
あ
る
ま

い
。
そ
れ
が
数
珠
で
あ
る
と
考
え
れ
ば
、
相
手
は
僧
形

の
ひ
と
で
あ
り
」
な
ど
と
解
釈
し
て
い
る
が
、
あ
ま
り
に
現
代
的
過
ぎ
て
言
葉

が
な
い
。
富
岡
に
は
古
典
和
歌
の
基
礎
知
識
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
の
歌
で
は
、
恋
し
く
思

っ
て
い
る
君
の
玉
の
よ
う
に
美
し
く
細
い
手
を
枕

に
し
て
も
ら
え
た
な
ら
ば
、
私
の
身
体
は
溶
け
て
流
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
え

え

い
、
溶
け
て
流
れ
て
し
ま

つ
て
も
か
ま
わ
な
い
と
歌

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

け

っ
し
て
数
珠
が
解
け
て
流
れ
る
こ
と
を
歌

っ
た
の
で
も
な
け
れ
ば
、
「
流
る

と
も
よ
し
」
と
野
放
図
に
快
楽

へ
身
を
投
げ
出
す
作
者
」
が
こ
こ
に
留
め
ら
れ

て
い
る
の
で
も
な
い
。
恋
の
喜
び
を
、
こ
の
よ
う
に
大
仰
に
詠
ん
で
み
た
ま
で

の
歌
な
の
で
あ
る
。

で
は
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
恋
の
思
い
を
大
胆
に
大
仰
に
詠
ん
だ
歌
が
、
こ
の

連
作
中
に
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
の
か
。
こ
れ
こ
そ
が
問
わ
れ
る
べ
き
点
で
あ

ろ
う
。
お
そ
ら
く
、
そ
れ
は
短
歌
創
作
の
練
習
の
た
め
だ

っ
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
池
田
爾
三
郎
と
加
藤
守
雄
は
共
同
研
究
の
な
か
で
、

以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

池
田
　
過
空
の
作
品
を
見
て
い
て
、
記
憶
に
残

っ
て
い
る
中
か
ら
、
過
空



の
相
聞
と

い
う
も
の
を
取
り
出
す
と
、
ま
ず
、
阿
弥
陀
池
連
作
し

か
な
い
か
ら
ね
。

加
藤
　
若
い
時
代
に
つ
く
つ
た
相
聞
歌
や
恋
歌
は
あ
る
け
ど
、
こ
れ
は
ほ
と

ん
ど
空
想
だ
と
思
う
ん
だ
。
そ
れ
以
外
は
、
相
聞
と
い
っ
て
も
ず
い

ぶ
ん
形
が
違
っ
て
い
る
。
「蒜
の
葉
」
の
連
作
な
ぞ
の
よ
一ヽ
］
。

加
藤
は
、
折
口
が

「若
い
時
代
に
つ
く

っ
た
相
聞
歌
や
恋
歌
」
は

「
ほ
と
ん

ど
空
想
だ
」
と
指
摘
す
る
。
ま

っ
た
く
そ
の
通
り
だ
と
思
う
。
そ
の
際
に
折
口

が
作
歌
の
根
底
に
据
え
た
の
は
、
中
学
時
代
の
修
学
旅
行
の
思
い
出
で
あ

っ
た
。

そ
れ
を
恋
愛
歌
の
よ
う
に
仕
立
て
直
し
て
創
り
上
げ
た
。
そ
れ
で
は
、
ど
う
し

て
恋
愛
歌
の
よ
う
に
仕
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。
そ
こ
に
は
創
作

の
練
習
が
ま
ず
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
練
習
に
は
、
明
治
後
半
と
い
う
短
歌
界
の

時
代
背
景
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
連
作
が
創
作
さ
れ
た
明
治
三
十

年
代
は
与
謝
野
晶
子
ら
新
詩
社
の
浪
漫
主
義
的
な
作
歌
観
が
覆

っ
て
い
る
時
代

で
、
ア
ラ
ラ
ギ
風
の
写
実
写
生
は
未
だ
近
代
短
歌
界
に
浸
透
し
て
は
い
な
か

っ

た
。
中
学
時
代
の
折
回
は
そ
う
し
た
時
代
の
な
か
に
あ

っ
て
、
与
謝
野
鉄
幹
ら

の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
折
回
の
初
期
習
作
群
は
浪
漫
主
義
的

な
時
代
の
影
響
を
受
け
、
自
己
の
体
験
を
作
品
に
昇
華
さ
せ
た
習
作
群
だ

っ
た

の
で
あ
る
。

２
天
王
寺
中
学
の
修
学
旅
行

前
節
で
は
富
岡
が
取
り
上
げ
た

一
連
の
近
江

・
美
濃

・
伊
勢
歌
群
は
、
実
は

中
学
時
代
の
折
回
の
修
学
旅
行
の
思
い
出
を
も
と
に
し
て
浪
漫
的
に
創
り
上
げ

ら
れ
た
作
品
で
あ
り
、
決
し
て
実
際
に
恋
愛
を
直
叙
し
た
作
品
群
で
は
な
い
こ

と
を
論
じ
て
き
た
。

こ
こ
ま
で
作
品
解
読
を
し
て
き
た
が
、
そ
の
結
論
を
証
明
す
る
資
料
に
出

会

っ
た
。
中
村
浩

『若
き
折
口
信
夫
』
の
中
に
紹
介
さ
れ
た
次
の
記
事
で
あ
る
。

（明
治
三
十
六
年
）
十
月
廿

一
日

（水
）
五
年
級
美
濃
地
方

へ
宿
泊
修
学

旅
行
、
廿
四
日

（土
）
五
年
級
旅
行
隊
帰
校
。

天
王
寺
中
学
の
校
友
会
誌

『桃
陰
』
第
二
十
四
号

（明
治
三
十
七
年
二
月
発

行
）
の
「
日
誌
」
欄
に
記
さ
れ
て
い
る
記
事
で
あ
る
。
明
治
三
十
六
年
と
い
え
ば
、

折
口
が
天
王
寺
中
学
五
年
の
と
き
の
こ
と
。
そ
の
十
月
に
美
濃
地
方

へ
の

「宿

泊
修
学
旅
行
」
が
実
施
さ
れ
た
と
あ
る
。
近
江

・
美
濃

・
伊
勢
歌
群
は
、
制
作

時
の
二
年
前
の
修
学
旅
行
の
思
い
出
を
も
と
に
し
た
歌
群
で
あ
る
こ
と
が
こ
こ

に
確
実
と
な

っ
た
。
「想
像
す
れ
ば
、
」ゝ
の
年

（明
治
三
十
八
年
―
―
引
用
者
注
）

の
初
夏
か
初
秋
の
こ
ろ
、
即
ち
中
学
卒
業
後
か
ら
上
京
ま
で
の
間
か
上
京
後
す

ぐ
に
遇
空
は
こ
の
旅
を
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
歌
の
季
節
は
九
月
と
考
え

ら
れ
る
が
、
意
図
的
な
変
更
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
と
も

九
月
入
学
の
た
め
の
上
京
の
折
か
」
と
す
る
富
岡
の
推
測
が
ま

っ
た
く
妄
想
で

し
か
な
い
こ
と
が
、
こ
こ
に
明
白
と
な

っ
た
。

明
治
三
十
六
年
十
月
、
五
年
生
の
折
口
信
夫
は
三
泊
四
日
の

「
美
濃
地
方
」

へ
の

「宿
泊
修
学
旅
行
」
に
参
加
し
た
。
実
際

「短
歌
拾
遺
」
明
治
三
十
六
年

の
項
に
も
、
そ
の
旅
行
を
詠
ん
だ
と
お
ぼ
し
き
作
品
が
何
首
か
載
せ
ら
れ
て
い

フ一
。

‐４
近
江
ね
は
く
れ
ぬ
美
濃
路
は
た
そ
が
れ
ぬ
広
瀬
川
原
に
影
長
う
ひ
く

‐５
大
君
が
昔
玉
藻
や
か
づ
か
し

ゝ
伊
良
子
の
島
は
霞
こ
め
た
り

‐６
恋
は
い
ざ
歌
よ
ほ
こ
り
よ
若
人
の
さ

ゝ
な
ん
で
も
せ
大
伊
勢
の
旅

‐７
鈴
鹿
山
昔
は
馬
が
物
言
う
た
言
う
た
か
ご
と
の
今
夢
に
入
る

‐４
の

「広
瀬
川
原
」
に
つ
い
て
、
明
治
三
十
八
年
の
歌
群
の
中
に
も
、

広
瀬
川
川
原
よ
も
ぎ
を
風
す
ぎ
て
鵜
な
き
立
ち
ぬ
入
日
い
ざ
よ
ふ

と
あ

っ
た
。
「
広
瀬
川
」
は
揖
斐
川
の
上
流
に
注
ぎ
込
む
、
坂
内
村
を
流
れ
る



川
で
あ
る
。
坂
内
村
は
東
に
根
尾
村
、
北
に
徳
山
村
、
県
境
を
西
に
越
え
て
滋

賀
県
余
呉
町

・
木
之
本
町
と
隣
り
合
う
村
。
そ
う

い
う
と
こ
ろ
を
流
れ
る
川
な

ら
ば
、
「
近
江
ね
は
く
れ
ぬ
美
濃
路
は
た
そ
が
れ
ぬ
」
と

い
う
上
の
句
も
実
景

と
し
て
理
解
で
き
る
。
奈
良
橋
善
司
は

「大
垣
よ
り
近
江
に
近
い
関
ヶ
原
辺
り

の
川
原
と
見
る
の
が
、
と
も
に
ふ
さ
わ
し
く
思
わ
れ
る
だ
が
」
と
述
べ
て
い
る

が
、
ど
う
だ
ろ
う
か
。

‐５
は

『万
葉
集
』
の
伊
良
虞
の
島
に
流
さ
れ
た
麻
続
王
の
歌
を
踏
ま
え
る
。

打
つ
麻
を
麻
続
王
海
人
な
れ
や
伊
良
虞
の
島
の
玉
藻
刈
り
ま
す
（１
■
〓
こ

う
つ
せ
み
の
命
を
惜
し
み
浪
に
ぬ
れ
伊
良
虞
の
島
の
玉
藻
刈
り
を
す
（１
■
一四
）

‐６
で
は

「若
人
の
さ
さ
な
ん
で
も
せ
」
と
民
謡
風
に
詠
ん
だ
と
こ
ろ
が
、
修

学
旅
行
を
楽
し
む
生
徒
た
ち
の
興
奮
を
伝
え
て
い
る
よ
う
だ
。

こ
こ
に
掲
出
し
た
作
品
か
ら
、
こ
の
美
濃
地
方
修
学
旅
行
は
、
近
江
に
接
す

る
美
濃
の
東
の
は
ず
れ
か
ら
揖
斐
川
を
下
り
、
鈴
鹿
山
を
越
え
、
伊
勢
路
を
歩

き
、
伊
良
子

（伊
良
湖
）
の
島
を
遠
く
望
む
と
こ
ろ
ま
で
を
踏
破
す
る
旅
行
で

あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
詳
細
な
行
程
ま
で
掴
め
た
な
ら
、
歌
群
と
の

照
応
関
係
ま
で
明
ら
か
と
な
る
の
だ
が
、
残
念
な
が
ら
そ
の
記
録
は
残
さ
れ
て

い
な
い
。
し
か
し
、
天
王
寺
中
学
の
修
学
旅
行
の
行
程
に
つ
い
て
は
、
前
年
度

の
明
治
三
十
五
年
、
折
口
四
年
の
十

一
月
十
日
か
ら
十
四
日
の
四
泊
五
日
で
実

施
さ
れ
た
修
学
旅
行
が
参
考
と
な
る
。
「
紀
和
地
方
修
学
旅
行
記
」
と
し
て
校

友
会
誌

『桃
陰
』
第
二
十
二
号

（明
治
三
十
六
年
四
月
発
行
）
に
日
程
が
記
録

さ
れ
て
い
る
の
で
、
引
用
す
る
。

（第

一
日
）

学
校
―
難
波
停
車
場
―
和
歌
山
―
和
歌
の
浦
―
粉
河

（宿
泊
）

（第
二
日
）

粉
河
―
高
野
山

（宿
泊
）

（第
三
日
）

高
野
山
―
学
文
路
―
橋
本
―
五
条

（宿
泊
）

（第
四
日
）

五
条
―
金
剛
山
―
千
早
―
赤
坂
―
富
田
林

（宿
泊
）

（第
五
日
）

富
田
林
―
古
市
―
平
野
―
帰
校
。

こ
の
行
程
を
見
る
と
、　
一
日
に
三
十
キ
ロ
前
後
を
歩
く
よ
う
な
、
そ
れ
も
高

野
山
に
参
詣
し
金
剛
山
に
登
り
と
い
う
よ
う
な
、
大
変
な
強
行
軍
で
あ

っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。

い
っ
た
い
天
王
寺
中
学
の
修
学
旅
行
は
ど
の
よ
う
な
旅
行
で

あ

っ
た
の
か
。
そ
れ
は
行
程
と
の
照
応
関
係
の
み
な
ら
ず
、
折
口
作
品
が
実
際

の
修
学
旅
行
を
ど
の
よ
う
に
踏
ま
え
、
ど
の
よ
う
に
表
現

へ
と
昇
華
さ
せ
て

い
っ
た
の
か
理
解
す
る
意
味
で
も
大
い
に
参
考
と
な
ろ
う
。

幸

い
な
こ
と
に
、
当
時
の
修
学
旅
行
の
様
子
が
よ
く
わ
か
る
文
章
が
、
折
口

と
同
級
生
の
伊
庭
孝

・
岩
橋
小
弥
太
に
よ

っ
て
残
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
先

掲
の

『桃
陰
』
第
二
十
二
号

（明
治
三
十
六
年
四
月
）
に
載
せ
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
。
ま
ず
最
初
に
伊
庭
の
文
章
を
掲
げ
る
。
「
新
学
年
に
対
す
る
吾
人
の
要

求

（職
員
及
生
徒
の

一
読
を
煩
す
と

と
題
さ
れ
た
文
章
の
第
二
節

「修
学
旅
行
」

の
冒
頭
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

天
王
寺
中
学
は
修
学
旅
行
の
意
義
を
誤
り
之
を
行
軍
遠
足
と
混
同
せ
り
。

修
学
旅
行
と
立
派
な
看
板
掲
け
て
。
父
兄
を
し
て
其
子
弟
の
旅
行
を
勧
む

る
以
上
は
。
御
吹
聴
の
如
く
修
学
旅
行
な
ら
ざ
る
可
か
ら
ず
。
博
学
的
旅

行
可
也
。
地
理
歴
史
的
旅
行
可
也
。
文
学
美
術
的
旅
行
可
也
。
少
し
降
り

て
軍
艦
参
観
ま
づ
可
也
。

然
れ
ど
も
本
校
の
所
謂
修
学
旅
行
の
如
く
。
毎
朝
二
時
頃
に
叩
き
起
さ
れ

て
。
無
暗
に
歩
か
さ
れ
て
。
矢
鱈
減
法
界
に
苦
し
め
ら
れ
て
。
修
学
旅
行

の
能
事
畢
れ
り
と
す
る
が
如
き
は
。
断
じ
て
不
可
也
。
生
徒
の
貴
重
な
る

時
間
―
而
も
三
日
乃
至
八
日
を
費
し
て
旅
行
を
な
す
以
上
は
。
充
分
有
益

な
る
旅
行
に
て
あ
る
可
き
筈
也
。
行
き
て
得
る
処
頗
る
多
大
な
ら
ざ
る
可



か
ら
ざ
る
筈
也
。
然
る
を
何
ぞ
や
本
校
の
修
学
旅
行
の
如
き
得
る
処
は
草

疲
の
み
。
吾
等
が
教
師
の
説
く
所
を
聞
か
む
と
す
る
勇
気
は
。
鉄
砲
と
背

嚢
と
の
為
に
消
耗
す
。
草
疲
の
為
に
記
録
す
可
き
時
失
せ
。
教
師
が
命
令

の
酷
な
る
写
生
を
な
す
事
能
は
ざ
る
也
。
借
問
す
こ
れ
修
学
旅
行
の
主
旨

に
適
へ
り
や
こ
れ
を
し
も
修
学
旅
行
と
云
ふ
や
。

伊
庭
は
天
王
寺
中
学
の
修
学
旅
行
は
意
義
を
誤

っ
て
い
る
と
ま
ず
批
判
す

る
。
「毎
朝
二
時
頃
に
叩
き
起
さ
れ
て
。
無
暗
に
歩
か
さ
れ
て
」
、
得
る
と
こ
ろ

と
言
え
ば
「草
疲
の
み
」
。
「行
軍
遠
足
」
と
ま

っ
た
く
同
じ
だ
と
い
う
。
「背
嚢
」

を
背
負

い

「鉄
砲
」
を
持

っ
て
の
軍
旅
さ
な
が
ら
の
旅
行
で
、
そ
の
た
め
に
消

耗
し
、
「記
録
」
も
で
き
な
け
れ
ば
教
師
が
要
求
す
る

「
写
生
」
も
で
き
な
い
。

こ
れ
を
修
学
旅
行
と
言
え
る
だ
ろ
う
か
。
「博
学
的
旅
行
」
「
地
理
歴
史
的
旅
行
」

「文
学
美
術
的
旅
行
」
、
修
学
旅
行
と
い
う
名
目
に
ふ
さ
わ
し
い
旅
行
な
ら
ば
何

で
も
い
い
と
激
し
く
批
判
す
る
。

ま
た
岩
橋
小
弥
太
は
、
旅
中
の
様
子
を

「午
前
六
時
半
と
云
ふ
に
宿
舎
普
門

院
を
出
で
起
ち
ぬ
金
堂
に
至
り
銃
を
堂
背
に
組
み
て
内
を
縦
覧
し
ぬ
」
、
「
停
車

場
を
出
れ
ば

一
丁
な
ら
ず
し
て
五
条
町
な
り

一
時
二
十
分
と
云
ふ
に
宿
舎
に
着

き
ぬ
直
に
銃
器
の
掃
除
を
命
ぜ
ら
れ
終
る
や
五
時
迄
自
由
散
歩
を
許
さ
れ
ぬ
」

と
、
「
紀
和
地
方
修
学
旅
行
記
」

の
三
日
目
を
担
当
し
て
具
体
的
に
記
し
て
い

る
。
天
王
寺
中
学
の
修
学
旅
行
は
、
軍
事
訓
練
を
兼
ね
た
も
の
で
あ

つ
た
こ
と

が
二
人
の
文
章
か
ら
よ
く
理
解
で
き
る
。
だ
が
、
時
代
は
ま
さ
に
日
露
戦
争
が

勃
発
す
る
前
夜
で
あ
る
。
天
王
寺
中
学
の
み
な
ら
ず
、
当
時
の
中
学
の
修
学
旅

行
は
ど
こ
も
同
じ
よ
う
な
も
の
だ

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

最
後
に
紹
介
し
た

い
の
は
折
口
信
夫
が
描
く
五
日
目
の
旅
行
記
で
あ
る
。
こ

こ
に
は
実
際
に
軍
事
演
習
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
、
美
文
調
で
次
の
よ
う
に
綴
ら

れ
て
い
る
。

斥
候
の
兵
の
、
ぐ
づ
ノ
ヽ
し
て
居
る
間
に
、
敵
は
早
や
迫

つ
て
来
た
様
子
。

人
が
、
わ
ん
ノ
ヽ
言
は
ず
、
と
も
、
あ
れ
。
堤
を
、
楯
に
、
散
開
。
う

つ

て
は
退
き
ノ
ヽ
、
川
添
ひ
の
、
桑
畑
に
、
ひ
そ
ん
で
、
火
蓋
を
放

つ
。
こ
ゝ

に
も
、
居
た

ゝ
ま
ら
ず
、
堤
に
上
り
、
田
に
下
り
、
そ
こ
の
、
稲
む
ら
、

か
し
こ
の
、
堂
に
、
こ

ゝ
を
先
途
と
。
敵
と
の
、
隔
り
は
、
ま
す
ノ
ヽ
、

近
く
な

つ
て
、
来
る
。
施
旗
色
な
く
、
日
色
う
す
し
。
其
儘
三
十
六
計
、

橋
板
を
、
と
ゞ
ろ
ノ
ヽ
と

一
日
散
。
川
辺
に
つ
く
、
こ

ゝ
に
、
又
も
や
散

開
、
今
は
弾
丸
の
か
ぎ
り
。
対
岸
に
、
ぱ

つ
ノ
ヽ
と
、
砂
ぼ
こ
り
が
、
立

つ
て
、
剣
先
閃
き
敵
兵
あ
ら
は
る
。
は
て
は
、
間
雲
に
、

つ
ゝ
さ
き
揃

ヘ

て
…
…
。

ほ
が
ら
ノ
ヽ
の
、
休
戦
嘲
人
、
野
末
を
、
迷
ふ
、
自
雲
は
。
立
て
や
、
川
波
。

銃
を
叉
ん
で
、
敵
も
、
味
方
も
、
汗
し
と
ゞ
の
内
に
、
小
春
日
の
、
天
気
は
、

小
萩
が
、
さ
い
て
。
葛
井
寺
合
戦
、
如
件
。

翁
紀
和
地
方
修
学
旅
行
記
」
、
折
口
信
夫
全
集
第
二
十
七
巻
）

折
口
信
夫
の
文
章
と
は
思
え
な
い
よ
う
な
、
軍
国
少
年
さ
な
が
ら
の
美
文
で

あ
る
。
校
友
会
誌
に
は
こ
の
よ
う
な
文
章
を
投
稿
す
る
そ
の

一
方
で
、
短
歌
作

品
に
は
恋
愛
歌
を
情
熱
的
に
歌
い
上
げ
て
い
る
。
旅
行
が
軍
国
主
義
に
彩
ら
れ

た
軍
事
訓
練
さ
な
が
ら
の
強
行
軍
で
あ
る
な
ら
ば
、　
一
層
精
神
は
浪
漫
的
な
も

の
を
求
め
た
は
ず
で
あ
る
。
藤
無
染
と
の
同
性
愛
の
有
無
を
云
々
す
る
よ
り
、

日
露
戦
争
前
夜
を
生
き
る
中
学
生
折
口
信
夫
の
不
安
な
内
面
を
こ
そ
、
こ
こ
か

ら
は
読
み
取
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

〓
一　
歌
語

「
十
年
」
の
問
題

富
岡
が

「短
歌
拾
遺
」
の
中
か
ら
探
り
出
し
た
も
う

一
つ
の
論
点
に
、
恋
の



嘆
き
を
歌

っ
た
歌
群
の
中
に
残
さ
れ
た

「
十
年
」
と

い
う
歌
言
葉
の
問
題
が
あ

る
。
富
岡
は
こ
れ
を
実
数
と
見
て
、
折
口
年
譜
の
十
年
前
の
事
実
を
突
き
止
め

て
ゆ
く
。
そ
の
推
測
の
当
否
に
論
及
す
る
前
に
、
富
岡
が
例
と
し
て
挙
げ
た
歌

を
ま
ず
掲
出
す
る
。

ａ
君
死
に
き
　
君
を
こ
ろ
し

ゝ
一
人
に
て
　
わ
れ
も
ま
じ
れ
り
　

つヽ
き
び
と

の
な
か

ｂ

十
年

へ
つ
　
な
ほ
よ
ろ
し
く
は
見
え
な
が
ら
　
か
の
心
ひ
く
こ
と
の
は
の

な
き

ｃ
今
は
は
や
　
い
ふ
こ
と
も
な
し
　
怨
み
む
と
思
ふ
月
日
も
　
十
年
に
な
れ
ば

禽
ひ
と
り
し
て
」
、
折
口
信
夫
全
集
第
二
十
五
巻
）

ｄ
か
の
日
の
の
ち
い
つ
か
ノ
ヽ
と
ま
ち
な
が
ら
と

ゝ
せ
に
近
し
い
ま
は
何
せ
ん

ｅ
き
の
ふ
あ
ひ
け
ふ
は
か
な
し
む
な

ゝ
と
せ
の
ゝ
ち
の
わ
か
れ
の
ひ
と

ゝ
き

の
ヽ
ち

ｆ
青
野
ゆ
き
お
も
ひ
は
る
け
し
か
の
こ
ひ
は
い
ま
だ
か
は
ら
ず
ゆ
く

へ
し
ら

ず
も

ｇ
恋
人
と
は
き
の
ふ
の
ご
と
く
は
に
か
ま
ず
わ
れ
に
も
の
い
ふ
な
に
か
さ
び

し

き

ｈ
男
を
し
恋
ふ
れ
ば
か
な
し
十
年

へ
ば
あ

へ
な
か
ら
む
と
い
ひ
し
日
も
来
ぬ

ｉ
夏
が
す
み
き
れ
る
野
ゆ
か
ば
わ
れ
ま
つ
と
昔
の
如
く
君
た
つ
ら
む
か

ｊ
い
さ
ぎ
よ
く
あ
ひ
わ
か
れ
む
と
い
ひ
出
に
し
た
け
き
心
の
今
は
あ
と
な
し

ｋ
し
ろ
い
目
に
君
を
な
が
め
し
日
の
あ
り
き
か
の
白

い
目
の
今
は
な

つ
か
し

１
わ
か
れ
た
る
そ
の
日
す
な
は
ち
し
み
か
ヽ
と
君
が
心
の
か
な
し
さ
を
知
る

ｍ
道
の
た
め
恋
を
す
て
ん
と
十
年
ま

へ
泣
き
じ
月
夜
は
ま
た
め
ぐ
り
来
ぬ

ｎ
梨
の
花
ほ
ろ
ゝ
に
ち
り
て
月
白
し
む
か
し
の
ま

ゝ
の
岡
に
た

ゝ
ず
む

ｏ
と
め
ど
な
く
涙
は
な
が
る
し
か
す
が
に
と
ふ
人
あ
れ
ば
目
を
や
む
と
い
ふ

翁
短
歌
拾
遺
」
明
治
四
十
三
年
、
折
口
信
夫
全
集
第
二
十
五
巻
）

こ
の
う
ち
富
岡
が
ま
ず
着
目
し
た
の
は
、
傍
線
を
付
し
て
示
し
た

「と

ゝ
せ

に
近
し
」
と

「
十
年

へ
ば
」
と

「
十
年
ま

へ
」
の
歌
語
の
あ
る
ｄ

・
ｈ

・
ｍ
の

歌
で
あ
る
。

右
の
三
首
は

「
短
歌
拾
遺
」
の
明
治
四
十
三
年

（く
り
返
す
が
、
「
善

峯
寺
体
験
」
の
年
）
の
歌
で
あ
り
、
最
初
の

「
か
の
日
」
は
武
田
祐
吉
に

贈

っ
た

「
か
の
日
の
た
め
に
」
の

「
か
の
日
」
と
同
じ
意
味
だ
ろ
う
。
明

治
四
十
三
年
、
即
ち
過
空
二
十
三
歳
の
時
に
、
す
で
に
そ
の

「
か
の
日
」

は

「
十
年
」
近
く
に
な
る
と
意
識
さ
れ
て
い
る
。
足
か
け
十
年
と
し
て

十
三
の
時
で
あ
り
、
そ
の

「
か
の
日
」
に
少
年
は

「
男
」
に
出
会
い
、
女

で
は
な
く

「
男
」
を
恋
し
た
の
だ
か
ら
、
十
年
も
し
た
ら
会
う
こ
と
も
あ

る
だ
ろ
う
、
そ
れ
は
い
つ
だ
ろ
う
と
待

つ
う
ち
に
十
年
が
た

っ
て
し
ま

っ

た
、
「
道
」
の
た
め
に
は
恋
を
捨
て
る
し
か
な
い
と
泣

い
た
月
夜
、
あ
れ

か
ら
早
や
十
年
が
過
ぎ
て
い
る
、
と

い
う
意
の
こ
れ
ら
の
歌
は
、
「
か
の

日
の
た
め
に
」
の
よ
う
に
、
さ
ら
に

「夏
相
聞
」
の
よ
う
に
虚
構
化

（連

作
）
と
い
う
段
取
り
を
踏
ま
ず
、
ナ
マ
の
ま
ま
と
い
っ
て
い
い
。
こ
の
「男
」

が
、
「夏
相
聞
」
で
別
れ
、
「
み
ぞ
れ
」
連
作
に
お
い
て
、
十
三
の
少
年
を

「を
ぢ
な
き
わ
ら
は
べ
」
と
い
い
、
「
愛
し
」
と
い
っ
た
と
回
顧
さ
れ
た
人

な
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
よ
う
に
述
べ
た
後
、
明
治
四
十
三
年
の
十
年
前
に
当
た
る
明
治
三
十
三

年
の
年
譜
事
項
を
探
し
出
し
、
「
夏
、
初
め
て
大
和

へ
一
泊
旅
行
。
飛
鳥
坐
神

社
に
詣
で
る
」
と
い
う

一
節
に
逢
着
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の

一
泊
旅
行
の
描
か

れ
た
小
説

「
口
ぶ
え
」
の
描
写
と
結
び

つ
け
て
、
こ
の
旅
で
二
人
は
出
会

い
、

同
性
愛
の
関
係
に
な

っ
た
と
推
測
す
る
。
そ
の
上
で
前
節
に
論
じ
た
よ
う
に
、

上
京
後
二
人
は
同
じ
下
宿
で
同
居
し
、
そ
の
関
係
は
無
染
が
結
婚
す
る
明
治



三
十
九
年
八
、
九
月
ま
で
続
い
た
と
す
る
。
即
ち
折
口
信
夫
と
藤
無
染
は
明
治

三
十
三
年
夏
に
出
会

い
、
明
治
三
十
九
年
夏
ま
で
そ
の
関
係
は
続
い
た
と
、
折

口
信
夫
藤
無
染
同
性
愛
説
を
創
作
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
富
岡
は

「
短

歌
拾
遺
」
明
治
三
十
八
年
と
明
治
四
十
三
年
、
及
び
次
章
に
こ
れ
か
ら
取
り
上

げ
る
小
説

「
日
ぶ
え
」
を
材
料
に
し
て
、
折
口
中
学
二
年
の
十
四
歳
か
ら
大
学

部
二
年
の
二
十
歳
、
無
染
二
十
三
歳
か
ら
二
十
九
歳
ま
で
の
六
年
間
の
二
人
の

関
係
を
推
理
し
て
い
っ
た
の
だ

っ
た
。

そ
れ
で
は
、
富
岡
が
挙
げ
た
三
首
の
歌
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
ま
ず

ｄ
を

「
十
年
も
し
た
ら
会
う
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
、
そ
れ
は
い
つ
だ
ろ
う
と
待

つ
う
ち
に
十
年
が
た

っ
て
し
ま

つ
た
」
と
読
み
、

ｍ
を

「
「道
」
の
た
め
に
は

恋
を
捨
て
る
し
か
な
い
と
泣
い
た
月
夜
、
あ
れ
か
ら
早
や
十
年
が
過
ぎ
て
い
る
、

と
い
う
意
」
と
す
る
。
富
岡
に
よ
れ
ば
、
明
治
三
十
八
年
の
初
夏
か
初
秋
の
頃
、

二
人
は
美
濃
地
方

へ
「恋
の
道
行
き
」
を
し
、
上
京
後
も
同
じ
下
宿
で
同
居
し
て
、

そ
の
関
係
は
無
染
が
結
婚
す
る
明
治
三
十
九
年
八
、
九
月
ま
で
続
い
た
と
す
る
。

ま
た
中
学
二
年
、
数
え
十
四
歳
の
折
口
が
藤
無
染
と
出
会

っ
た
と
す
る
。
な
ら

ば
な
ぜ
そ
の
直
後
、
十
四
歳
の
自
分
が

「
「道
」
の
た
め
に
は
恋
を
捨
て
る
し

か
な
い
と
泣
い
た
」
と
詠
ん
だ
と

い
う
の
も
納
得
し
が
た
い
。
初
め
て
出
会

っ

た
そ
の
直
後
に
恋
と

「道
」
と
の
狭
間
で
苦
悩
し
た
と
い
う
の
も
時
期
的
に
早

す
ぎ
る
。
も
う
少
し
無
染
と
の
歳
月
を
経
な
け
れ
ば
そ
こ
ま
で
の
心
境
に
は
辿

り
着
け
な
い
の
で
は
な
い
か
。
む
し
ろ
こ
の
時
期
な
ら
ば
性
の
目
覚
め
の
歓
び

を
歌
う
の
が
普
通
だ
ろ
う
。

折
口
が
性
の
目
覚
め
か
ら
来
る

「
禁
欲
生
活
の
為
」
に
、
修
養
を
目
的
と
し

た
思
想

・
文
学

・
音
楽

二
不
教
を
研
究
す
る
会

「琴
声
会
」
に
入
会
し
た
の
は
、

明
治
三
十
四
年
十
月
。
折
日
、
中
学
三
年
の
時
の
こ
と
で
あ
る
。
「自
撰
年
譜

　
一
」

に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

十
月
、
淡
路

。
四
国

へ
修
学
旅
行
。
旅
行
後
、
中
学
生
の
禁
欲
生
活
を
目

的
と
す
る
琴
声
会
と
言
ふ
に
入
り
、
次
第
に
深
入
り
し
て
、
卒
業

の
年

迄
、　
一
人
此
気
分
を
守
り
遂
げ
る
。
後
年
の
大
儒
生
活
は
、
此
に
基
く
ら

し
い
。

右
の
年
譜
の

「
十
月
」
の

一
節
は
中
学
時
代
の
折
口
を
知
る
上
で
見
逃
せ
な

い
記
事
で
は
な
い
か
。
「
淡
路

・
四
国

へ
修
学
旅
行
。
旅
行
後
、
中
学
生
の
禁

欲
生
活
を
目
的
と
す
る
琴
声
会
と
言
ふ
に
入
」

っ
た
と
あ
る
。
修
学
旅
行
後
に

禁
欲
生
活
を
自
己
に
課
し

「
琴
声
会
」
に
入
会
す
る
か
ら
に
は
、
彼
の
精
神

に
よ
ほ
ど
の
変
化
を
与
え
る
よ
う
な
何
か
が
こ
の
旅
行
中
に
あ

っ
た
に
違

い
な

い
。
「後
年

の
大
儒
生
活
は
、
此
に
基
く
ら
し
い
」
と
ま
で
あ
る
が
、
折
回
の

世
俗
を
疎
む
よ
う
な
原
点
は
こ
こ
か
ら
始
ま

っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
釈
過
空
と

い
う
ペ
ン
ネ
ー
ム
も
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
由
来
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
う
。
前
章

に
論
じ
た
近
江

・
美
濃

。
伊
勢
歌
群
も
こ
う
し
た
折
回
の
内
面
と
深
く
関
わ

っ

て
い
る
の
で
あ
り
、
精
神
の
浄
化
を
求
め
て
の
創
作
活
動
だ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
翌
三
十
五
年
五
月
に
は
、
中
学
生
の
惰
弱
を
戒
め
て

「
変
生
男
子
」

の
題
で
演
説
。
こ
の
年
の
十
二
月
二
十
六
日
頃
に
は
、
「
山
中
に
て
自
殺
未
遂
」

を
試
み
て
い
る
。
翌
年
三
月
初
め
に
も

「自
殺
未
遂
」
と
年
譜
に
は
あ
る
。
「自

撰
年
譜

　
一
」
に
も
、
明
治
三
十
四
年
の
項
に
、
自
ら
、

少
年
の
正
義
観
を
固
守
す
る

一
方
、
成
透
は
益
落
ち
る
。
冬
、
創
作
動
機

動
く
。
作
歌
の
数
多
く
な
る
。

と
記
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
年
譜
事
項
を
参
照
す
る
と
、
折
口
少
年
が
性
の

煩
悶
か
ら
来
る
自
己
と
の
葛
藤
に
苦
し
ん
で
い
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
そ
の

出
発
点
と
な

っ
た
の
は
中
学
時
代
の
修
学
旅
行
で
あ

っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
か

ろ
う
。
も
し
藤
無
染
と
同
性
愛
の
関
係
が
あ
る
な
ら
ば
、
こ
こ
ま
で
苦
し
む
必

要
は
な
か

っ
た
に
違
い
な
い
。



さ
ら
に
富
岡
は
ｋ
で
、
「
し
ろ
い
目
に
君
を
な
が
め
し
」
と
は

「
結
婚
で
別

れ
ゆ
く
無
染
を
ブ
ベ
ツ
す
る
が
ご
と
く
に
見
た
」
こ
と
を
言

っ
て
い
る
の
だ
と

い
う
。
無
染
が
結
婚
し
た
の
は
、
先
に
も
記
し
た
よ
う
に
明
治
四
十
二
年
人
、

九
月
。
こ
の
歌
が
作
ら
れ
た
と
す
る
明
治
四
十
三
年
の
前
年
で
あ
る
。
歌
に
は

し
ろ
い
目
に
君
を
な
が
め
し
日
の
あ
り
き
か
の
白
い
目
の
今
は
な

つ
か
し

と
あ

っ
た
が
、
わ
ず
か
半
年
か

一
年
前
の
こ
と
を

「
今
は
な
つ
か
し
」
と
詠
む

だ
ろ
う
か
。

ま
た
無
染
は
結
婚
し
て
二
、
一二
年
後
の
明
治
四
十
二
年
五
月
に
病
死
す
る
。

折
日
は
そ
の
こ
と
を
知

っ
て
お
り
、

ａ
の
歌
は
無
染
の
死
を
歌

っ
て
い
る
の
だ

と

い
う
。
だ
が
、
九
歳
年
長
で
し
か
も
直
接
の
師
弟
関
係
は
な
く
と
も
先
生
の

立
場
に
あ

っ
た
人
を

「
君
」
と
呼
ぶ
だ
ろ
う
か
と

い
う
疑
間
が
ま
ず
浮
か
ぶ
。

そ
の
上
で
無
染
の
死
を
、
自
分
が

「
君
を
殺
し
し
」
と
詠
ん
だ
と
い
う

の
も
理

解
に
苦
し
む
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
ぜ
君
を
殺
し
た
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

ｂ
の
歌
も
、
明
治
三
十
九
年
の
無
染
の
結
婚
に
よ

っ
て
恋
愛
関
係
が
解
消
し
て

し
ま

っ
た
と
い
う
の
な
ら
ば
、
し
か
も
明
治
四
十
二
年
に
こ
の
世
を
去

っ
た
無

染
に
対
し
て
、
十
年
が
過
ぎ
た
明
治
四
十
三
年
に

「
か
の
心
ひ
く
こ
と
の
は
の

な
き
」
な
ど
と
詠
む
は
ず
が
な
い
。
む
し
ろ
追
悼
の
歌
こ
そ
詠
ま
れ
て
し
か
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。

Ｃ
の

「怨
み
」
も

「無
染
の
離
別
が

「結
婚
」
に
よ
る
」
も

の
と
す
る
が
、
無
染

の
結
婚
は
明
治
三
十
九
年
な
の
だ
か
ら
、
「
怨
み
む
と
思

ふ
月
日
も
　
十
年
」
で
あ
ろ
う
は
ず
が
な
い
。

こ
の
よ
う
に

一
首

一
首
丁
寧
に
歌
意
を
押
さ
え
て
見
て
く
る
と
、
富
岡
の
短

歌
解
釈
は
ほ
と
ん
ど
独
断
的
で
解
釈
の
体
を
な
し
て
い
な
い
。

た
し
か
に
こ
の
歌
群
は
、

ｍ
・
１

・
―

・
ｆ
な
ど
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
十

年
前
に

「道
の
た
め
」
に

「
恋
を
す
て
ん
」
と
し
た

「
か
の
恋
」
が
詠
ま
れ
て

い
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
そ
の
恋
と
は

「
男
を
し
恋
ふ
れ
ば
か
な
し
」
と
あ

る
よ
う
に
同
性
に
対
す
る
も
の
で
、
「
か
の
日
」
の
後

い
つ
か
い
つ
か
と
待
ち

続
け
て
き
た
が
、
も
う
十
年
近
く
が
過
ぎ
て
し
ま

っ
た
。
今
は
も
う
何
に
な
ろ

う
と
歌

い
な
が
ら

（ｄ
）
、
彼
に
対
す
る
思

い
は
十
年
経

っ
た
今
も

「
い
ま
だ

か
は
ら
ず
」
心
の
中
に
留
ま
り
続
け
て
い
る
と
い
う

（
ｆ
）
。
別
れ
た
の
ち
相

手
を

「白
い
目
」
で
見
た
こ
と
も
あ

っ
た
が
、
今
と
な

っ
て
見
れ
ば
な
つ
か
し

い
と
も
詠
む

（
ｋ
）
。
ま
た
昔
の
よ
う
に
君
は
私
を
待

っ
て
立

っ
て
い
て
く
れ

る
だ
ろ
う
か
と
往
事
を
偲
び

（ｉ
）
、
ま
た
別
れ
た
と
き
の
つ
ら
さ
哀
し
さ
を

思

い
出
す
と
、
「
と
め
ど
な
く
涙
は
な
が
る
」
と
歌
う
よ
う
に

（ｊ

・
ｏ
）
、
少

年

の
日
に
恋
愛
と

「道
」
と
の
狭
間
で
苦
悶
し
た
さ
ま
が

一
つ
の
物
語
と
し
て

創
ら
れ
て
い
る
。
奈
良
橋
善
司
も

「
同
性
の
恋
人
と
の
再
会
と
別
離
を
う
た

っ

た
十
数
首
」
と
こ
れ
ら
の
歌
を
読
む
。
お
そ
ら
く
こ
こ
に
歌
わ
れ
て
い
る

「
か

の
恋
」
は
、
中
学
時
代
片
思
い
の
ま
ま
で
終
わ

っ
て
し
ま

っ
た
友
に
対
す
る
愛

情
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。
ど
の
よ
う
に
贔
員
目
に
見
た
と
こ
ろ
で
藤
無
染

と
の
恋
を
歌

っ
た
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
次
に
挙
げ
る
よ
う
な
疑
問
点
も
浮
上
す
る
。　
一
点
目
は
、
最

初
に
出
会

っ
て
か
ら
国
学
院
へ
入
学
す
る
ま
で
の
、
天
王
寺
中
学
二
年
か
ら
落
第

し
て
五
年
を
三
度
繰
り
返
し
た
五
年
間
の
二
人
の
関
係
を
証
拠
づ
け
る
資
料
が

ま

っ
た
く
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
と
い
う
よ
り
、
ど
こ
で
無
染

と
出
会

っ
て
い
る
の
か
。
初
め
て
二
人
が
出
会

っ
た
明
治
三
十
三
年
夏
の
あ
と
、

赴
任
の
時
期
は
不
明
な
が
ら
無
染
は
明
治
三
十
六
年

一
月
ま
で
佐
賀
で
中
学
教

師
を
し
て
い
た
。
な
ら
ば
、
そ
の
間
は
音
信
不
通
だ

っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の

か
。
遠
く
離
れ
て
し
ま

っ
て
い
る
の
な
ら
ば
、
余
計
に
激
し
い
思
い
が
吐
露
さ
れ

て
し
か
る
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
う
い
う
心
情
を
詠
ん
だ
ら
し
い
歌
や
遠
く
に
離
れ
て

し
ま

っ
た
恋
人
を
思
う
歌
は
こ
の
時
期
に
創
ら
れ
て
は
い
な
い
。

折
回
は
明
治
三
十
五
年
秋
に
は
校
内

の
鳳
鳴
会
と

い
う
短
歌
の
会
に
入
会



し
、
短
歌
創
作
に
の
め
り
込
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
佐
賀
か
ら
帰

っ
て
き

た
明
治
三
十
六
年

一
月
以
後
、
上
京
ま
で
の
わ
ず
か
の
期
間
で
あ
れ
二
人
が
会

お
う
と
す
れ
ば
会
え
た
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
証
拠
立
て
る
作
品
を
富
岡
は

「
短
歌
拾
遺
」
か
ら
探
し
出
し
て
い
な

い
。
と
い
う
よ
り
、
そ
の
よ
う
な
内
容

の
作
品
は

「短
歌
拾
遺
」
の
中
に
は
皆
無
な
の
で
探
せ
る
は
ず
が
な
い
の
で
あ

る
。
二
人
の
出
会

い
か
ら
無
染
が
上
京
す
る
ま
で
の
こ
の
空
白
を
、
富
岡
は
ど

う
説
明
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

疑
問
点
の
二
つ
め
は
、
上
京
後
少
な
く
と
も

一
年
間
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
二

人
は
同
居
生
活
を
し
な
が
ら
、
そ
の
間
の
二
人
の
出
来
事
を
詠
ん
だ
歌
が
、
こ

れ
ま
た

「短
歌
拾
遺
」
の
な
か
に
ま

っ
た
く
見
出
せ
な

い
と
い
う
点
で
あ
る
。

明
治
三
十
八
年
、
三
十
九
年
の
項
に
、
土
手
三
番
町

の
下
宿
で

一
緒
に
暮
ら

し
た
そ
の
当
時
の
思

い
出
こ
そ
詠
ま
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
が

ま

っ
た
く
な
い
。
あ
る
の
は
む
し
ろ
四
、
五
年
前
の
旅
の
思

い
出
を
も
と
に
し

た
歌
で
、
そ
れ
が
八
十
首
の
連
作
と
な

っ
て
創
作
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、

こ
れ
は
ど
う

い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
歌
群

は
落
第
す
る
前
の
中
学
五
年
の
修
学
旅
行
を
も
と
に
創
ら
れ
た
作
品
群
だ

っ
た

の
で
あ
る
。

四
　
一
高
生
柳
田
と
の
出
会

い

―
―
小
説

「
口
ぶ
え
」
の
中
の

一
描
写
―
―

富
岡
が
挙
げ
る
論
拠
の
四
点
目
は
、
小
説

「
口
ぶ
え
」
の
中
の
描
写
で
あ
る
。

「
回
ぶ
え
」
は
主
人
公
漆
間
安
良
の
中
学
三
年
の
初
夏
か
ら
夏
休
み
に
か
け
て

の
物
語
で
、
上
級
生
か
ら
の
同
性
愛
的
誘
惑
、
五
年
ぶ
り
に
訪
ね
て
き
た
乳
母

と
そ
の
思
い
出
、
亡
き
祖
父
の
里
で
あ
る
大
和
飛
鳥

へ
の

一
人
旅
、
同
級
生
渥

美
泰
造
が
夏
休
み
を
過
ご
す
京
都
西
山
の
善
峯
寺
に
訪
ね
る
く
だ
り
な
ど
、
作

者
自
身
が

「自
叙
伝
風
」
と
い
う
通
り
ほ
と
ん
ど
虚
構
の
加
わ

っ
て
い
な
い
小

説
で
あ
る
。

小
説
の
後
半
、
大
和
飛
鳥

へ
の

一
人
旅
の
途
中
、
あ
る
駅
で

「
丹
波
市
の
柳
田
」

と
い
う

「
一
高
生
」
に
呼
び
止
め
ら
れ
る
。
こ
の

一
高
生
に
出
会
う
前
、
安
良

は
蜜
柑
畠
の
中
の

「
野
番
小
屋
」
の
中
に

「
あ
さ
ま
し
い
も
の
を
見
て
、
思
は

ず
二
三
歩
後
じ
さ
り
」
す
る
。
中
に
い
た
の
は

「
は
た
ち
あ
ま
り
の
が
つ
し
り

と
し
た
男
」
で
、
「
愚
鈍
な
お
も

ゝ
ち
で
、
み
だ
ら
な
ゑ
み
を
湛

へ
て
、
驚

い

た
と
い
ふ
風
に
戸
に
ゐ
ざ
り
出
て
、
こ
ち
ら
を
見

つ
め
て
ゐ
た
」
。

安
良
は
を
リ
ノ
ヽ
後
さ
き
を
ふ
り
か

へ
つ
た
。
さ
う
し
て
諄

つ
て
、
耳
を

そ
ば
だ
て
た
。
深
い
檜
林
に
は
、
人
音
も
聞
え
な
か
つ
た
。
目
を
閉
じ
る

と
、
淡
紅
色
の
蛇
が
、
山
番
の
裸
体
の
肩
や
太
股
に
絡
み
つ
い
て
ゐ
る
の

が
、
ま
ざ
ノ
ヽ
と
目
に
う

つ
ゝ
た
。

と
そ
の
後
を
描
く
。
帰
宅
し
て
の
夜
の
描
写
に
も
、

そ
の
夜
は
大
き
な
蚊
帳
の
な
か
に
、
唯

一
人
ま
じ
ノ
ヽ
と
し
て
い
た
。
露

原
に
わ
だ
か
ま
る
淡
紅
色
の
蛇
が
、
ま
の
あ
た
り
に
と
け
た
り
ほ
ぐ
れ
た

り
し
て
、
ゆ
ら
ゆ
ら
と
輝

い
て
い
る
の
が
見
え
る
。
（中
略
）
あ
た
ま
か

ら
蒲
団
を
か
づ
い
て
、
そ
の
下
で
目
を
固
く
閉
ぢ
た
。
蒸
れ
か
へ
る
や
う

な
な
か
で
、
自
身
の
二
の
腕
を
強
く
吸
う
て
、
そ
の
ま
ま
凝

つ
て
行
く
人

の
や
う
に
ぢ
つ
と
し
て
ゐ
た
。
し
か
し
、
そ
の
う
ち
汗
や
湿
気
に
漂
う
て
、

彼
は
昏
々
と
深
い
眠
り
に
お
ち
た
。

と
あ
る
。
富
岡
は
こ
の
二
個
所
の
描
写
か
ら
、

こ
れ
は
あ
き
ら
か
に
、
こ
の
大
和

へ
の
ひ
と
り
旅
で
、
安
良
少
年
が
は
じ

め
て
の
な
ん
ら
か
の
性
的
な
体
験
を
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
こ

の
性
的
な
体
験
は
、
渥
美
と
は
無
関
係
で
、
む
し
ろ
突
然
あ
ら
わ
れ
た
、



渥
美
の
従
兄
だ
と

い
う

「若
者
」
と
の
出
会
い
が
そ
こ
に
か
か
わ

っ
て
い

る
気
配
が
あ
る
。

と
述
べ
て
、　
一
高
生
と
の

「
な
ん
ら
か
な
る
性
的
体
験
」
を
指
摘
す
る
。　
一
高

生
を

「
丹
波
市
の
柳
田
」
と
し
た
の
は
、

お
そ
ら
く
柳
田
國
男
が
ア
タ
マ
に
あ

っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
（中
略
）
柳
田

は
兵
庫
県
神
崎
出
身
で
あ
る
か
ら
、
丹
波
で
は
な
い
が
、
大
阪
び
と
過
空

の
気
分
的
な
デ
フ
オ
ル
メ
と
し
て
兵
庫
県
出
身
者
を

「
丹
波
」
と
す
る
の

は
無
理
が
な

い
。
昔
か
ら
大
阪
人
は
イ
ナ
カ
な
ら
な
ん
で
も

「
丹
波
」
と

す
る
と
こ
ろ
が
あ

っ
た
。

と
解
説
す
る
。　
一
高
生
を

「柳
田
國
男
が
ア
タ
マ
に
あ

っ
た
か
ら
だ
ろ
う
」
と

す
る
の
は
ま
だ
理
解
で
き
よ
う
が
、
「
丹
波
市
」
を

「
丹
波
」
と
勘
違

い
し
て

い
る
の
は
、
い
た
だ
け
な
い
。
「
丹
波
市
」
は
京
都
府
の
丹
波
で
は
な
く
奈
良

県
丹
波
市
町
の
こ
と
で
あ

っ
て
、
現
在

の
天
理
市
を
指
す
。
二
人
が
出
会

っ
た

の
は

「
三
輪
の
社
頭
」
に
近
い

「
あ
る
停
車
場
」
。
そ
の
停
車
場
と
天
理
市
と

は
わ
ず
か
十
キ
ロ
ほ
ど
離
れ
て
い
る
だ
け
。
そ
の
町
の
出
身
と
す
る
の
が

一
高

生
の
柳
田
で
あ

っ
た
と

い
う
設
定
で
あ
る
。

も
う

一
点
は
、
藤
無
染
と

一
高
生
柳
田
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
ま
り
に
違
い
す
ぎ

る
と
い
う
点
。
無
染
に
初
め
て
出
会

っ
た
の
が
こ
の
時
な
ら
ば
折
口
に
は
強

い

印
象
が
残

っ
て
い
た
は
ず
で
、
色
自
の
小
顔
で
優
男
風
の
無
染
を

「骨
骨
し
い

菱
形
の
顔
を
し
た
男
」
と
描
く
は
ず
が
な

い
。

さ
て
、　
一
番
の
核
心
は

「淡
紅
色
の
蛇
」
が
何
を
象
徴
し
て
い
る
か
と
い
う

点
で
あ
ろ
う
。
で
」
れ
は
あ
き
ら
か
に
、
…
…
は
じ
め
て
の
な
ん
ら
か
の
性
的

な
体
験
を
し
て
い
る
こ
と
」
を
示
し
て
い
る
と
言
う
が
、
ほ
ん
と
う
に
そ
の
よ

う
に
読
め
る
の
か
ど
う
か
。
野
番
小
屋
の
中
の
お
ぞ
ま
し
い
光
景
を
見
て
す
ぐ

さ
ま
立
ち
去

っ
た
後
、
振
り
返
り
眸

っ
て
耳
を
そ
ば
だ
て
目
を
閉
じ
る
と
、
「淡

紅
色

の
蛇
が
、
山
番

の
裸
体
の
肩
や
太
股
に
絡
み
つ
い
て
ゐ
る
の
が
、
ま
ざ

ノ
ヽ
と
目
に
う

つ
ゝ
た
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
山
番
の
性
的
イ
メ
ー
ジ

で
あ

っ
て
、
こ
こ
で
初
め
て
男
女
の
か
ら
み
あ
う
姿
を
目
撃
し
て
し
ま

っ
た
の

で
あ
る
。
こ
の
場
面
は
決
し
て
自
分
の

「
性
的
な
体
験
」
を
描
い
た
も
の
で
は

な
い
。
も
し
自
己
の
体
験
で
あ

っ
た
な
ら
ば
、
「
あ
さ
ま
し
い
も
の
」
を
見
た

な
ど
と
、
外
部
の
被
写
体
と
し
て
描
写
で
き
る
は
ず
が
な
い
。

ま
た
こ
の
体
験
に
か
か
わ

っ
て
い
る
相
手
が
、
コ

高
生
」
の

「
柳
田
」
と

も
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。
「
君
は
大
阪
で
す
か
」
で
始
ま
る
会
話
か
ら
は

「
性

的
な
体
験
」
の
相
手
の
よ
う
な
印
象
は
ま

っ
た
く
感
じ
ら
れ
ず
、
自
信
に
満
ち

た
凛

々
し
い

一
高
生
の
イ
メ
ー
ジ
し
か
浮
か
ば
な

い
。
念

の
た
め
二
人
が
出

会

っ
た
場
面
を
引
用
す
る
。

灯
と
も
し
頃
に
な

つ
て
疲
れ
き

つ
た
か
ら
だ
を
、
あ
る
停
車
場
の
べ
ん
ち

に
よ
せ
か
け
て
ゐ
た
。
暮
色
は
蒼
然
と
し
て
漂
う
て
ゐ
る
。
突
然
、
彼
の

脇
に
歩
み
よ
つ
た
若
者
が
あ
る
。

「
君
は
大
阪
で
す
か
」

「ヽ
′ヽ
　ゝ
　」

「大
阪
は
」

「南
の
方
」

「学
校
は
」

「百
済
中
学
」

「あ
の
学
校
に
、
渥
美
と
い
ふ
の
が
あ
り
ま
せ
う
、
知

つ
て
ま
す
か
」

渥
美
は
安
良
の
同
級
生
だ
。
柳
田
は
そ
の
渥
美
泰
造
の
従
兄
だ
と
い
う
。
こ

の
あ
と
汽
車
の
発
車
ま
で
時
間
が
あ

っ
た
の
で
、
で
」
ヽ
は
暑
く
て
た
ま
ら
ん
」

と
二
人
は
河
原
に
出
る
。

「
ぼ
く
は

一
高
に
ゐ
る
ん
で
す
が
ね
、
か
う
と
も
う
三
年
逢
ひ
ま
せ
ん
。



渥
美
も
大
き
く
な

つ
た
で
せ
う
ね
。
ど
う
で
す
。
成
績
の
方
は
」

「え

ゝ
よ
う
で
け
ま
す
。
い
つ
で
も
特
待
生
の
候
補
に
な
つ
て
ま
す
」

や
は
ら
か
な
光
に
は
の
め
く
月
見
草
は
、
夜
目
に
た
よ
ノ
ヽ
と
、
渥
美
の

お
も
か
げ
を
お
も
は
せ
て
ゆ
れ
て
ゐ
る
。
若
者
は
帯
の
間
か
ら
時
計
を
と

り
出
し
た
。
夜
霧
の
中
に
、
き
し
り
と
目
を
射
る
。

「も
う
帰
り
ま
せ
う
。

奈
良
行
は
す
ぐ
来
ま
す
よ
。
渥
美
に
お
逢
ひ
に
な
つ
た
ら
、
丹
波
市
の
柳

田
が
さ
う

い
つ
た

つ
て
、
勉
強
も
大
事
だ
が
、
運
動
を
よ
く
し
ろ
と
い
つ

て
下
さ
い
」

汽
車
が
来
た
。
若
者
は
窓
に
よ
つ
て

「失
敬
」
と
い
つ
て
、
引
ｄ

つ‐
剖
を
川
引

つ‐
ｄ
川
お―
引
司
に
ひ
い
て
出
て

行
つ
た
。

そ
の
若
者
は
骨
骨
し
い
菱
形
の
顔
を
し
た
男
で
あ
つ
た
。

翁
口
ぶ
え
」
、
折
口
信
夫
全
集
第
二
十
七
巻
）

こ
こ
で
作
者
が
描
き
た
か
っ
た
の
は
、　
一
高
生
柳
田
と
い
う
よ
り
柳
田
の
従

弟
の
渥
美
の
方
な
の
で
は
な
い
か
。　
一
高
生
柳
田
は
バ
イ
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
し
か

な
い
の
で
あ
る
。
会
話
も
そ
の
よ
う
に
進
ん
で
い
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
安

良
は

「
や
は
ら
か
な
光
に
ほ
の
め
く
月
見
草
」
に

「渥
美
の
お
も
か
げ
」
を
見

て
い
る
の
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
小
説
の
結
末
は
渥
美
が
夏
休
み
を
過
ご
す

京
都
西
山
の
善
峯
寺
を
訪
ね
、釈
迦
ヶ
嶽
の
頂
上
で
二
人
は
「
ひ
し
と
相
擁
」
き
、

「
一
歩
岩
角
を
の
り
出
し
た
」
と
こ
ろ
で
終
わ
る
の
で
あ
る
。

お

わ
り

に

富
岡
多
恵
子
が
唱
え
る
折
口
信
夫
藤
無
染
同
性
愛
説
に
つ
い
て
、
論
拠
の

一

つ
ひ
と
つ
を
取
り
上
げ
再
検
討
し
て
き
た
。
そ
こ
か
ら
得
た
結
論
に
つ
い
て
は

改
め
て
繰
り
返
さ
な
い
が
、
ま

っ
た
く
成
り
立
ち
得
な
い
説
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な

っ
た
と
思
う
。

富
岡
は
ま
た

『死
者
の
書
』
執
筆
の
モ
テ
ィ
ー
フ
に
つ
い
て
も
藤
無
染
の
存

在
が
関
わ

っ
て
い
る
と

い
う
。
『死
者
の
書
』
は
あ
る
朝
見
た

「
何
と
も
名
状

の
出
来
ぬ
、
こ
ぐ
ら
か

つ
た
や
う
な
夢
」
が
き

っ
か
け
と
な

っ
て
書
い
た
も
の

で
、
そ
の
夢
の
中
に
現
れ
た
人
物
に
つ
い
て
、
「
何
と
も
知
れ
ぬ
か
の
昔
の
人

の
夢
を
私
に
見
せ
た
古

い
故
人
の
為
の
罪
障
消
滅
の
営
み
に
も
あ
た
り
、
供
養

に
も
な
る
と
い
ふ
様
な
気
が
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
」
翁
山
越
し
の
阿
弥
陀
像
の

画
因
し

と
あ
る

一
文
を
取
り
上
げ
、
「
か
の
音

の
人
」
は
辰
馬
桂
二
、
「
私
に

見
せ
た
古

い
故
人
」
は
藤
無
染
だ
と
し
て
、
そ
の

「
故
人
」
の
た
め
の

「
罪
障

消
滅
」
と

「
供
養
」
の
た
め
に
書
か
れ
た
の
が

『死
者
の
書
』
で
あ

っ
た
と
す

る
。
「
か
の
昔
の
人
」
と

「古

い
故
人
」
は
無
関
係
で
あ
る
が
、
遇
空
は
そ
れ

ぞ
れ
と
関
係
が
あ
る
。
無
関
係
な
ふ
た
り
が
夢
に
同
時
に
登
場
し
た
の
で
そ
れ

で
、
「
こ
ぐ
ら
か

つ
た
」
の
で
は
な
か

っ
た
の
か
」
と
い
う
が
、
辰
馬
と
無
染

と
は
直
接
に
は
ま

っ
た
く
関
わ
り
の
な
い
二
人
が
、
折
回
の
夢
に
同
時
に
現
れ

た
と

い
う
こ
と
な
の
か
。
そ
れ
を
ま
た

「
こ
ぐ
ら
か

つ
た
」
と
富
岡
は
受
け
止

め
た
の
か
。
し
か
し
な
が
ら
、
先
の

一
文
の

「
か
の
音
の
人
」
と

「古
い
故
人
」

を
二
人
の
別
人
物
と
し
て
読
む
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。
こ
こ
は
同

一
人
物
を
別

の
表
現
に
し
て
表
し
た
ま
で
で
、
二
人
の
別
人
物
を
厳
密
に
区
別
し
て
書
き
表

し
た
わ
け
で
は
な
い
。

最
後
に
富
岡
の
論
の
根
本
的
な
疑
問
点
を
指
摘
し
て
お
こ
う
。
そ
れ
は
藤
無

染
の
性
的
指
向
性
に
つ
い
て
ま

っ
た
く
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
点
だ
。
ど

こ
ま
で
も
折
回
の
側
か
ら
し
か
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。

十
三
か
四
の
時
に
、
な
に
か
問
わ
れ
て
も
口
ご
も

っ
て
い
る
よ
う
な
内

気
な
少
年

（お
じ
な
き
わ
ら
は
べ
）
に
対
し
て

「
可
愛
い
」
（愛
し
）
と
い
っ



て
く
れ
た
若
者

（年
上
の
男
）
へ
の
思
慕
、
さ
ら
に
す
す
ん
で
、
そ
の
若

者
と
の
恋
の
日
々
の
な
か
で
の
少
年
は

「快
楽
の
客
体
」
で
あ
る
。
年
長

者
か
ら
誘
い
か
け
ら
れ
、
問
い
か
け
ら
れ
、
教
え
ら
れ
る
立
場
で
あ
る
。

社
会
的
に
も
性
的
に
も
主
体
で
な
く
客
体
で
あ
る
。

と
富
岡
は
記
す
。
二
人
が
出
会

っ
た
と
き
、
折
回
は
数
え
十
四
歳
。
対
す
る
無

染
は
二
十
三
歳
、
九
歳
の
年
上
で
あ
る
。
性
の
主
体
は
当
然
無
染
に
握
ら
れ
て

い
た
は
ず
で
、
折
回
は
あ
く
ま
で
も

「快
楽
の
客
体
」
で
し
か
な
い
。
と
な
る

と
、
無
染
の
性
的
指
向
性
が
問
わ
れ
て
く
る
。
無
染
が
同
性
愛
者
で
あ

っ
た
と

か
、
教
え
子
や
年
下
の
若
者

へ
の
指
向
性
を
有
し
て
い
た
と
か
と
い
う
よ
う
な

徴
証
が
な
け
れ
ば
、
二
人
の
同
性
愛
は
成
り
立
た
な
い
の
で
は
な
い
か
。
折
口

の
性
的
指
向
性
に
つ
い
て
は
今
さ
ら
喋
々
す
る
ま
で
も
な
い
が
、
無
染
に
つ
い

て
論
証
が
な
け
れ
ば
、
折
口
信
夫
藤
無
染
同
性
愛
説
は
富
岡
が
創
り
上
げ
た
ど

こ
ま
で
も
独
自
の
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
か
読
め
な
い
の
で
あ
る
。

注（１
）
富
岡
多
恵
子

「釈
過
空
ノ
ー
ト
」
翁
世
界
』

一
九
九
八
年
五
、九
、十
二
月
、　
一
九
九
九
年

三
、
上ハ
、
九
、十
二
月
、
二
〇
〇
〇
年
三
、
六
、
九
月
　
岩
波
書
店
）

（２
）
保
坂

達
雄

「折

口
信
夫

の
仏
教
観

（
上
と

（『
東
横
国
文
学
』
第

二
十

八
号

一
九
九
六
年
三
月
　
東
横
学
園
女
子
短
期
大
学
国
文
学
会
）

（３
）
富
岡
多
恵
子

『釈
過
空
ノ
ー
ト
」
含
一〇
〇
〇
年
十
月
　
岩
波
書
店
。
岩
波
現
代
文
庫

二
〇
〇
六
年
七
月
　
岩
波
書
店
）

（４
）
安
藤
　
礼
二

「解
説
　
光
の
曼
茶
羅
」
（同
編

『初
稿

・
死
者
の
書
』
二
〇
〇
四
年
六
月

国
書
刊
行
会
）、
『神
々
の
闘
争
　
折
口
信
夫
論
」
公
一〇
〇
四
年
十
二
月

講
談
社
）

（５
）
保
坂
　
達
雄

『神
と
巫
女
の
古
代
伝
承
論
』
第
五
部
第
四
章

（二
〇
〇
三
年
二
月
　
岩
田

書
院
）

（６
）
保
坂
　
達
雄

「折
口
信
夫
と
新
仏
教
家
藤
無
染
」
３
日
本
文
学
』
二
〇
〇
五
年
四
月
　
日

本
文
学
協
会
）

（７
）
安
藤
　
礼
二

「身
毒
丸
変
幻
―
―
折
口
信
夫
の
同
性
愛
―
―
」
翁
群
像
』
二
〇
〇
五
年
九

月
　
講
談
社
。
後
に
『光
の
曼
奈
羅
旨
一〇
〇
八
年
十

一
月
　
講
談
社
）
、
「折

口
信
夫
の
発
生
　
第

一
、
一
一回
宍
『群
像
旨
一〇

一
二
年
五
、
八
月
　
講
談
社
）

（８
）
藤
無
染
の
履
歴
は
、
富
岡
多
息
子
　
前
掲
書

（注
３
）
二
七
七
～
二
七
八
頁
に
よ
る
。

（９
）
富
岡
多
恵
子

前
掲
書

（注
３
）
二
九
〇
頁

（１０
）
安
藤
　
礼
二

『初
稿

・
死
者
の
書
』
（注
４
）
二
人
八
～
二
人
九
頁

（ｎ
）
富
岡
多
恵
子

前
掲
書

（注
３
）
九
九
頁

（‐２
）
富
岡
多
恵
子

前
掲
書

（注
３
）
九
九
～

一
〇
〇
頁

（‐３
）
池
田
彊
三
郎

・
加
藤
守
雄

『運
空

・
折
口
信
夫
研
究
』
２

九
七
三
年
七
月
　
角
川
書
店
）

一
四
三
頁

（‐４
）
中
村
　
浩

　

『若
き
折
口
信
夫
」
２

九
七
二
年

一
月
　
中
央
公
論
社
）

一
七
六
頁

（‐５
）
富
岡
多
恵
子

前
掲
書

（注
３
）
九
九
頁

（‐６
）
奈
良
橋
善
司

『折
口
信
夫
論
』
含
一〇
〇
三
年
十

一
月
　
お
う
ふ
う
）
四
七
九
頁

（‐７
）
中
村
　
浩
　

ユ削
掲
書

（注
１４
）

一
六
六
頁

（‐８
）
中
村
　
浩

　

前
掲
書

（注
１４
）

一
六
〇
頁

（‐９
）
折
口
信
夫
の
初
期
作
品
に
修
学
旅
行
を
基
に
し
た
作
品
が
あ
る
こ
と
に
最
初
に
言
及
し
た

の
は
、
奈
良
橋
善
司
で
あ
る
。
明
治
三
十
六
年
の
項
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
十
首
を

「歌
中

に
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
地
名
、
和
歌
の
浦
、
紀
の
川
、
不
動
坂

（高
野
山
）
な
ど
か
ら
、

こ
の
時
の
修
学
旅
行

（明
治
三
十
五
年
―
―
引
用
者
注
）
に
取
材
し
た
作
に
違
い
な
い
だ

ろ
う
」
と
指
摘
す
る

（前
掲
書
注
１６
、
四
七
二
頁
）。
但
し
、
こ
の
十
首
に
は
恋
愛
歌
と

し
て
の
仕
立
て
直
し
が
施
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
詳
述
こ
そ
な
い
が
、
「
天
王
寺
中
学
の

修
学
旅
行
」
が

「軍
事
教
練
と
い
う
側
面
を
持
っ
て
い
た
よ
う
だ
」
と
す
る
指
摘
も
見
ら

れ
る

（四
杢

一頁
）。

（２０
）
富
岡
多
恵
子

前
掲
書

（注
３
）

一
三
二
～

一
三
二
頁

（２‐
）
「自
撰
年
譜
　
一
」
に
は
明
治
三
十
五
年
の
項
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
全
集
年
譜
に
従

っ

て
明
治
三
十
四
年
の
事
項
と
し
た
。

（２２
）
中
学
時
代
か
ら
大
学
時
代
に
か
け
て
の
折
口
信
夫
の
精
神
的
宗
教
的
遍
歴
に
つ
い
て
は
、

保
坂
達
雄

「青
年
折
口
信
夫
の
精
神
的
遍
歴
」
翁
神
と
巫
女
の
古
代
伝
承
諭
』
、
前
掲
書

注
５
）
参
照
。



（２３
）
奈
良
橋
善
司

前
掲
書

（注
１６
）
四

一
二
頁

（２４
）
富
岡
多
恵
子

前
掲
書

（注
３
）

一
三
七
頁

（２５
）
富
岡
多
恵
子

前
掲
書

（注
３
）

一
三
四
頁

（２６
）
富
岡
多
恵
子

ユ剛
掲
書

（注
３
）

一
四
六
頁

＊
　
折
口
信
夫
全
集
か
ら
の
引
用
は
、　
一
九
九
五
年
二
月
～
二
〇
〇
二
年
四
月
刊
行
の

中
央
公
論
社

・
中
央
公
論
新
社
版
に
よ
り
、
頁
数
を
省
略
し
た
。


